
Trust by believe and consent

Report 2021

Outline

History

Caring for the environment

Top Message

Statistics

CSR 報告書2021
あたたかく やさしく 人にも 地球にも



● 杉並エリア　■ 多摩・稲城エリア

河北医療財団
社会医療法人

理念
社会文化を背景とし
地球環境と調和した
よりよい医療への挑戦

1928年病床数30床でスタートし、現在
331床の総合病院として地域の診療所や
介護施設等との連携を確立。救急拠点病院、
地域医療支援病院として高度な急性期医
療を提供。臨床研修病院として人財教育に
も力を注ぐ。

入所・ショートステイ・デイケアを有し、在宅
復帰のためのリハビリテーションを提供。

回復期リハビリテーションの専門病院として、
地域の医療機関や医師会などと連携し、退
院後も視野に入れた優しいサポートを提供。

1980年、多摩市貝取に設立。高齢者医療・
ケアに取り組み、地域の在宅療養を支援。

● 河北リハビリテーション病院

■ 天本病院

透析専門施設「河北葦
クリニック」から2018
年3月、「河北透析クリ
ニック」として新規開設。

● 河北透析クリニック

● 提携施設 
　 医療法人社団 三成会 河北前田病院

在宅での医療サービスを通して地域の皆
さんを支援し、「ともに創り上げる医療・ケ
ア」を実現。

高齢者のプライマリ・ケアを提供する在宅
療養支援診療所。24時間体制の在宅医
療を推進。

● 河北訪問看護・リハビリステーション阿佐谷

● 杉並区委託事業 地域包括支援センター
    （ケア24阿佐谷・ケア24松ノ木）

内科・心療科・呼吸器
系・腎臓・膠原病系・血
液内科の外来診療や専
門病棟を有する。

● 河北総合病院

● 河北総合病院 分院

外来診療を通じて、
地域の方々へ安心か
つシームレスな医療
を提供。

● 河北サテライト クリニック

2019年3月新規開業。
診療科にとらわれず、
身近な存在としての医
師、家庭医（プライマ
リ・ケア医）として家庭
医療を提供。

● 河北ファミリークリニック南阿佐谷

個人の尊重と在宅
生活復帰への支援
を優先に考え、家
庭的な雰囲気の中
でケアを提供。

● 介護老人保健施設 シーダ・ウォーク

● 河北居宅介護支援事業所南阿佐谷

健診・人間ドックの
専門機関。スムー
ズで快適な健診と
充実したアフター
フォロー。女性に
優しいクリニック。

■ あいクリニック中沢
■ あいクリニック平尾
■ あい訪問看護ステーション
■ あい訪問看護ステーション中沢
■ あい訪問看護ステーション平尾
■ ケアプランセンターあいクリニック
■ ケアプランセンターあいクリニック中沢
■ ケアプランセンターあいクリニック平尾

■ あいクリニック

■ 多摩市委託事業
    多摩市中部地域包括支援センター
    多摩市中部高齢者見守り相談窓口
    桜ヶ丘いきいき元気センター

■ あいグループホーム天の川
■ あいグループホームどんぐり
■ あい看護小規模多機能施設ほたる
■ あい小規模多機能施設かりん
■ あい小規模多機能施設おきな（サテライト）
■ あい小規模多機能施設こもれび
■ あいフィットネスサロンさくら

■ あい介護老人保健施設

かわきたおひさま保育所

● 事業所内保育事業
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河北医療財団の「CSR」とは

理念と目的

CSR（Corporate Social Responsibility）とは、
倫理的観点から事業活動を通じて、
人権やコンプライアンスの遵守、環境問題への配慮、地域社会との共存・貢献といった
企業が果たすべき社会的責任を指します。
河北医療財団は、
財団理念である「社会文化を背景とし 地球環境と調和した よりよい医療への挑戦」に基づき、
医療という本業により、地域社会の健康向上に貢献します。

・‘地域の人の期待’ に応える医療の確立（権利と責任）
・疾病治療と健康生活支援
教育（医学水準の向上）
職員の働き甲斐の向上をはかる（ライフサイエンス）
健全経営
地球環境保全

理　念 社会文化を背景とし 地球環境と調和した よりよい医療への挑戦
恕（おもいやり）・信頼

質の高い恕（おもいやり）のある医療を行うとともに地域の健康向上に寄与する
最終確定診断ができる病院　第一級の臨床研修教育

WHAT思考:社会病理
Balance:基軸
究めていよいよ遠く
あたたかく　やさしく　人にも　地球にも
安心と納得が創る信頼
受容　傾聴　共感
学び（心で感じ）　考え　行う
NKFarm
もったいない、我慢する、面倒くさがらない
小学5年生
医療は氷山
病院ってかっこいい
確立された医療を確実に行う
情緒的で色っぽい医療を

実態と表現
人が育ち、自らが考え、皆で実現する
気配　六感を研ぎ澄ます
　 磨けば輝く　打てば響く　雰囲気が薫る
　 味わいのある情　心が温かい　知恵・見識・自然
待たされ感の解消
人間の復権
Management:継続して社会価値を創造し続けること
より良き社会をつくる(Peter Ferdinand Drucker)
trained common sense
人間の尊厳:その人らしいこと　　
徳育・体育・知育
事前調整から結果責任へ

1.

2.
3.
4.
5.

目　的

標　語

方　針
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社会医療法人 河北医療財団　理事長　河北 博文

CSR
REPORT
2021

河北医療財団は、2012年より
ANNUAL REPORTを発行して
まいりました。当財団の取り組み
や姿勢をより詳細にお伝えすべく、
2017年度よりCSR（Corporate 
Social Responsibility）報告書
として、リニューアルいたしました。
河北医療財団が考えるCSRと
は、医療という本業により、地域
社会の健康向上に貢献していく
ことです。
医療・福祉・介護を担い、お一人
おひとりの尊厳を大切にし、生
活に寄り添うことは当然の使命
と考えております。100周年に向
かって「恕（おもいやり）」の様々
な活動や取り組みをご報告いた
します。
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■安心と納得が創る信頼
■沿革
■TOP MESSAGE

■Report 2021
 Topics

　地域の皆さまとともに

　地域医療連携

　COVID-19診療への取り組み

　職員の教育・研修

■環境へのおもいやり
■統計　
　杉並事業部

　多摩事業部

　財務（収益）

■概要・施設認定
■届出事項等
■施設・事業所案内地図／連絡先一覧
■学会・論文発表
■年間イベントスケジュール

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

■ 発行日／2022年6月30日

■ 発行
社会医療法人 河北医療財団

■ 報告期間
2021年度 （2021年4月～2022年3月）
の活動や統計データを記載しております。

■ バックナンバー
「CSR報告書」ならびに
「ANNUAL REPORT」は、当財団の
WEBサイト上で公開しております。
▷「河北医療財団について」
　https://kawakita.or.jp/

■ お問い合わせ
社会医療法人 河北医療財団　広報課
〒166-8588 
東京都杉並区阿佐谷北1-7-3　
☎03-3339-5724
e-mail：press@kawakita.or.jp　

C O N T E N T S
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公正な医療をめざすための大切な行動指針とし、患者さんと医療従事者（医療者）がともに主体性に根ざした協
働の関係がなければならないと考えております。患者さんは、医療に参加し、医療者と協力する責任があります。
私たちの病院では、常設の倫理委員会において、引き続き、医療の基本姿勢に関して論議してまいります。患者さ
んの権利と責任は、よりよい医療をおこなう上で大変重要です。そのためにも、患者さんに、これらのことをご理解
いただきますようお願い申し上げます。

・医療者としての良心と使命に基づいて、患者さんと強い信頼関係を築くこと
・医師による説明と患者さんの納得に基づく医療を提供すること
・患者さんの人生が最期まで豊かであるように、その意思を尊重すること
・よりよい医療をおこなうように研鑽、研修に励むこと

患者さんの権利と責任 －私たちの病院の姿勢－

安心と納得が創る信頼

私たちは「医療における信頼の創造」をテーマに掲げて、従来の医療提供のあり方、患者さんとの関係のあり方を
機会あるごとに見直してまいりました。 
その一つに診療情報は患者さんご本人に提供することを目標に掲げております。

カルテ開示について

・患者さん個人が自らの権利と責任において、最適な診療を得られるよう本人の意思を尊重する
・個人情報の「収集」「利用」「提供」において、公正な規定に従い適切な運用をおこなう
・財団の保有する個人情報への不正アクセスや、個人情報の紛失、破壊、改ざん、漏えいの予防措置を講じる
・個人情報に関する法令、内部規定の遵守に努める
・財団で策定する「個人情報保護マネジメントシステム」を随時見直し、継続的改善を図る
・個人情報保護措置の運用について定期的な内部監査を実施する

個人情報保護方針

私たち医療者は、以下のことを努力します

よりよい医療を提供するため、以下の取り扱い方針を宣言いたします。 

各詳細については、ホームページをご確認ください。

【お問い合わせ・ご相談】

個人情報保護方針　https://kawakita.or.jp/kmf/content_effort/trust/
患者さんの権利と責任・カルテ開示について　https://kawakita.or.jp/suginami-area/kgh/outline/

河北医療財団 CS推進課 （03-3339-2121（代） 内線：202001）

■カルテ開示の流れ

ご本人の来院によ
る申請書の作成

本人確認と
申請書の受理 開示作業開始 開示する旨の

連絡 ご本人の来院 開示
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沿革

第1代理事長 河北真太郎

1929年 河北病院外観

第2代理事長 河北恵文

1957年 河北病院外観

1962年 外来廊下

第3代理事長 南部鎮雄

第4代理事長 平福一郎

第5代理事長 河北博文
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社会医療法人 河北医療財団　理事長
かわきた　　　ひろぶみ  

河北 博文

して、「ESG」を踏まえた新たな変革へのチャレンジを、職

員全員で進めてまいります。

 

　2020年2月中旬から始まった新型コロナウイルス感染

症（COVID-19）への対応は、わが国を始めとし、全世界

の国家や地域で文化、科学、経済、政治のあらゆる分野で

COVID-19後の新しい社会に向けて、未知の変革が問わ

れることになりました。

　河北医療財団では、2020年当初からCOVID-19への

対応を「社会からの要請」と捉え、入院・外来とも積極的に

受け容れてきています。河北総合病院（分院を含む）407

床のうち101床をCOVID-19専用病床にあて、このうち

55床でCOVID-19入院患者を受け容れております。

2022年6月10日時点で累計2,333人の入院患者（うち

陽性患者1,166人）、18,403件のＰＣＲ検査（抗原検査

を含む）をおこなっています。 

　社会がCOVID-19を経験する中で、その感染には3

つの感染があることが分かりました。一つは「病原体（ウ

TOP  MESSAGE

新病院開設に向けて　
あらたな変革へのチャレンジ
-after（with）コロナと
　　　　 SSSに向けて-

　「ESG」は、環境（Environment）、社会（Social）、ガバ

ナンス（Governance）の頭文字を取ったもので、これらに

配慮した取り組みをおこなうことは、長期的な成長を支え

る経営基盤の強化につながると考えられています。

　河北医療財団では、1988年以来「社会文化を背景とし

地球環境と調和したより良い医療への挑戦」を財団理念

として掲げ運営しています。まさに「ESG」の要素である、

環境、社会、ガバナンスを財団理念そのものとして運営し

てきました。

　他方、昨今は地球温暖化や貧困問題、少子高齢化とい

った社会課題に加え、ロシアのウクライナ侵攻による人権

問題、資源・物価高騰、サイバー攻撃の高まりなど、新たな

リスクや課題が顕在化し、民主主義社会の在り方までもが

問われてきています。

　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）について、

after（with）コロナが模索され始めた今日、河北医療財

団は、2025年目途の新病院開設をひとつの具体的目標と

「ＥＳＧ」は財団理念そのもの

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）への対応

§

§
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イルス）としての感染」、そして「社会的感染」と「心理的感

染」です。　　

　社会的感染とは偏見や差別、心理的感染とは不安（恐

れ）や自責です。病原体としての感染を防止するソーシャル

ディスタンシングの中で、社会的感染や心理的感染を防止

するヒューマンタッチがある社会をどう創っていくかも大

きな社会課題になってきています。

　河北医療財団では、COVID-19の感染症対応を継続

するとともに、心のケアセンターの公認心理師による患

者さんとご家族のメンタルサポートも引き続き実施して

まいります。

　2022年度の河北医療財団の重点課題は、「afte r

（with）コロナへの円滑な移行」と「2024年度新病院開設

に向けた計画推進」の２つです。

　「after（with）コロナへの円滑な移行」については、この

約2年半の感染防止と診療・治療の体験を活かし、感染症

に強い新しい病院運営をめざします。また一般の患者さん

の円滑な受け入れの回復を促進し、早期安定稼働による

経営基盤の強化をめざします。　　　

　「2024年度新病院開設に向けた計画推進」については、

河北医療財団にとって、新病院の建替・開設は杉並事業部

の１施設の建替えではなく、財団事業全体の抜本改革をお

こなう中核プロジェクトと位置づけております。新病院建替

えに向けては、DXも推進して診療や事務の業務フローを見

直し、患者さんには安全性と利便性を高められるよう、職員

には無駄な作業等を無くして必要な新たな業務に従事でき

るよう、また自分の時間を創出できるよう取り組み、SH

（Smart Hospital）からSSS（Smart Society Suginami）

へと展望していきます。また患者さん、地域住民、資金拠

出金融機関、行政、そして職員などの皆さまからの信頼確

保と、健全で持続可能な医療を提供し続けるために、収

支を含め、掲げた計画を着実に実現していく所存です。

　2022年度も当財団は、杉並区を中心とした区西部地

域、南多摩地域の住民の皆さまが安心して暮らせるよう、

健全で持続可能な医療を提供し、「医療・介護」の未来を

創り、地域社会に貢献するよう努めてまいります。

2022年度の河北医療財団の重点課題§

新病院 外観イメージ
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河北医療財団は、2018年に創立90年を超えて、「社会文化を背景とし地球環境と調和したより良い医療への挑戦」を掲げその時
代時代の地域社会の要請に応えるべく活動してまいりました。また2016年末、多摩地域において医療から在宅介護までおこなう
医療法人財団天翁会と統合しました。救急・急性期から在宅医療・介護、予防健診機能まで、シームレスな支援ができる体制を整
備してきました。
当財団は、杉並区を中心とした区西部地域、多摩市を中心とした南多摩地域の住民の方々が安心して暮らせるように、健全で持
続可能な医療を提供し、「医療・介護」の未来を創り、地域社会に貢献してまいります。

以下の「新病院建替え考え方の基本」にしたがい、抜本改革初年度として展開していきます。新病院建替えは杉並事業部の１
施設の建替えではなく、財団事業の抜本改革を行う中核プロジェクトの位置づけとなります。また、新病院建替えに伴うス
テークホルダー（患者さん、地域住民、資金拠出金融機関、行政など）からの信頼確保および健全で持続可能な医療を提供
するために、収支を含め、掲げた計画を着実にきめ細かく実現していきます。

＜新病院建替え考え方の基本＞　健全で持続可能な医療を提供し、「医療」の未来を創る

○高い水準の診療をおこなう

○地域社会・地域住民・患者さんの期待に応えるシステム

○Smart Societyの中核を担う
① 地域の患者さんが安心できる救急 地域の緊急疾患に対応する病院
② 急性期から緩和ケアまで、その人に寄り添ったがん治療
③ 予防医療（健診）の推進、リハビリの充実 生活に寄り添った在宅ケア
④ 心のケアの充実
⑤ 災害時の拠点
⑥ 優秀な職員が集まる病院

2025年の河北総合病院建替えに向けた財団事業の抜本改革初年度

Repo r t　2021

財団の全施設・全職員の取り組む事業が、社会と地域住民からの期待にしっかりと応え、健全で持続可能な組織作りができ
るよう①人権尊重、②安全、③法令順守、④人が育つ、⑤効果・効率、⑥地球環境という「６つの共通する基準（上位概念）」の
下に「５つのガバナンス（診療・看護・運営・教育・IT）」が網羅するよう展開していきます。

社会と地域住民の期待に応える財団共通の内部統制（ガバナンス）の展開

採算性を充分に勘案した運営を前提として、小児科医療のみならず周産期医療も可能性を探ります。

区行政からの強い要望を踏まえた少子化に対応できる医療機関

コロナ禍でも、職員が身体的・心理的安全性を感じることができ、健全で持続可能な医療を提供できるよう、制度・設備・マネ
ジメント面での環境整備に取り組んでいきます。

職員が安心・快適で働きがいを高めることができる環境づくり

重点施策
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●COVID-19対応での最重要課題は全ての施設において「院内クラスターの発生を防止」することです。
2021年1月に発生した河北総合病院での院内クラスターをしっかりと振り返り、活きた教訓として今
後の再発防止に最大限注力していきます。

●全職員の疲労や孤立を避けるべくきめ細やかな気遣いなどマネジメントが留意すべき事項を適時・適
切に促していきます。各部門においては「日々の声かけ運動」など個々の職場の事情に応じた対応を管
理・監督者が先頭に立って実践していきます。

●事態の変化に応じた柔軟な病院運営（施設運営）、および補助金業務等を的確におこないます。

杉並事業部

COVID-19対応、特に院内クラスターの再発防止に注力

2021年度計画はCOVID-19対応ケースと正常復帰ケース二通りの策定となります。実戦においては非
常時から正常時への切り替え時の迅速な対応が肝要となります。
●2021年度計画の着実な実行
・河北総合病院・分院は、2025年移転・開業までの4年間を常に念頭に置いて計画を策定・実行し
ていきます。
収入面については、2025年度を睨んだ診療体制（目標）を想定し、その初年度と位置づけます。
（現時点で達成が見えている確度の高い項目、まだ確度は低いが一定程度織り込む必要のある
項目など4年間の連続線上の初年度との視点で検討していきます）
費用面についても、2025年度を睨んだ計画とします。（投資、補修費用の見極め、人件費について
も人事制度改定等を織り込む、建替えプロジェクトで2025年度までに必要となるコストの当年
度分の織り込み、逆に効率化等で抑制可能な項目についても織り込みます）
・河北総合病院・分院以外の杉並事業部各施設、多摩事業部は、同様に４年間を念頭に置き、計画
を策定・実行していきます。

●総合病院建替えプロジェクトの推進
2025年度移転・開業までの４年間のスケジュールの中で、2021年度の詳細スジュールにおいて、
考慮すべき要点は以下となります。
・各班における2021年度での到達目標の明確化
特に新規強化部門である「がん診療、緩和ケア病床運営」「入退院センター」「小児・周産期医療」
「DX推進のための研究室設置」等の工程表は特に注力していきます。
・到達目標達成のための推進体制、予算の具体化
・特に総合調整班においては以下のとおりとなります。
　イ．全体計画と部分計画との整合性確保　
　ロ．全体予算枠の厳格な管理、およびスケジュールの管理
　ハ．投資（医療機器等定量的判定が可能な投資）の妥当性検証
　二．外部資源を効果的に活用
　ホ．外部ステークホルダー（患者さん、地域住民、資金拠出金融機関、行政など）との円滑な調整
　　 （担当各班の支援）
●在宅分野強化プロジェクトの推進
本プロジェクトは総合病院建替えと表裏一体をなすプロジェクトと位置付けています。
在宅分野（医療、看護、リハビリテーション、介護）の強化・拡大を2025年総合病院開業時までに
計画的に推進していきます（在宅患者150名→300名）。在宅、在宅医療支援病院、地域クリニック、
介護老人保健施設、回復期リハビリテーション病院　透析クリニック、急性期総合病院、予防健診
クリニックと各機能をシームレスにつなぐことにより、急性期総合病院の入退院の受け皿として
機能させます。これに地域包括支援センター、居宅介護支援事業所などを加えて、点から線、更に
面に展開し多様な地域社会の要請に総合的に応えていきます。
2021年度の取り組み課題は以下となります。
・在宅分野強化の核となる医療体制の確立（医師等の体制整備）
・2021年10月地域医療連携推進法人の設立
・各施設の事業収益力強化支援（建替え事業計画の財務的基盤強化に寄与）
・施設間連携の一層の深堀（定量化できる連携指標の考案、課題解決の追求）
●健全で職員が安心・快適で働きがいのある職場環境作り　
医療事業運営のもっとも基盤となるものは「健全で職員が安心・快適で働きがいのある職場環境」
作りとし、以下を推進していきます。
・ガバナンス（内部統制）の展開
「安全・感染管理室」、「内部監査室」の活動支援を積極的におこない、人権尊重・安全確保・法令
遵守・効果、効率化等のガバナンスを担保していきます。
・働き方改革の推進による職員モチベーション向上
人事制度の再構築として、特に新評価制度（評価項目̶成果・態度・能力、評価プロセス、評価者
研修、小集団の形成等）の定着を図ることを重点目標として職員説明を丁寧に展開する。これによ
り管理・監督者層のマネジメント力の向上、職員のモチベーション向上を図ります。さらに、新総合
病院を支える管理・監督者層の計画的育成を着実におこないます。
また、働き方改革の推進として、シフト制の導入等による勤務体制の見直しを図り、より一層の診療対
応強化による医療の質向上の確保、質の向上をめざします。
・職員代表との会話を通じた職員やりがい度の向上をめざします。

2025年総合病院建替えに向けた計画を推進

多摩事業部

・あいセーフティネットのサービス提供の空白地域を無くし、地域
ニーズに沿った運営をめざして、地域別サービスの強化・再編を
進める。（CPC中沢開設・ST中沢単独型への転換等） 
・あいセーフティネット営業戦略の実践。企業提携の模索。
・環境変化や地域ニーズを踏まえた新たなサービスの検討・実施。
（送迎サービス・オンライン診療・オンライン健康相談など）
・広報戦略（ブランディング等）により、あいセーフティネットの価値
創造を図る。

地域ニーズに沿ったサービス提供の推進

・あいセーフティネットの利用者情報の共有に向けて計画を立てる。
・相談の質の向上を図り、対応能力の強化と育成をおこなう。 
・総合相談機能の役割・機能を明確化し、今まで以上に広い展開
を進める。
・フレイル対策、介護予防等地域活動はASNリハビリテーション
センターを中心として多職種で推進する。

相談機能・フレイル対策の推進

・自分らしく働き続けられる職場環境を提供するための仕事と家
庭の両立支援の実行。
・やりがいを持ち、成長できる職場であるために人事給与制度の
見直しを計画的に進める。 
・業務効率化のための IT・AI・ロボットの活用を積極的に検討し、
人手不足の緩和や生産性向上をめざす。 
・各職種の経験・能力を活かせるキャリアパスおよび教育体系を明
確化し、幅広くキャリア形成できる形をめざす。

自ら成長し働き続けられ、
やりがいのある環境づくりの促進
（伸びる芽が伸びる環境づくり）

・安定経営に向けた基盤整備として、これまでの予算実績進捗管
理に加え、必要な人員確保に向けた取り組みをより積極的に進
める。
・元気高齢者の活躍の場としての高齢者雇用・障碍者雇用・外国
人の雇用促進・ボランティア受け入れの推進。
・事業継続に向けたあいセーフティネットのコンプライアンスおよ
びガバナンスの強化ならびに危機管理体制（BCP 等）の整備。

地域に必要とされる事業継続に向けた
安定経営とゆるぎない組織体制の整備 

・24 時間 365 日体制のさらなる整備
・その人らしい人生の終末を迎えるための意思決定支援のさらな
る啓発と普及の推進
・認知症支援体制の強化
 （認知症冊子を活用した職員教育と地域活動）
・疾病予防・介護予防・フレイル対策への取り組み強化
・医療・介護サービスの質向上に向けた改善活動の実施

自分らしい生活を支えるための
あいセーフティネットの深化 
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地域の皆さまとともに

T o p i c s

地域の皆さまが住み慣れた場所で安心して生活ができるように、医療などを通じて
皆さまの健康を守り、当財団スタッフと地域の皆さまが手と手を取り合って、よりよい
地域社会を築いていくことをめざしております。

地域医療連携
急性期病院である河北総合病院は、地域のかかりつけ医（診療所・病院など）と連携
し、よりよい地域医療を提供する「地域医療支援病院」として、2006年に東京都知事
より承認を受けております。

職員の教育・研修
財団では、「教育」すること、「人財開発」することの真の目的を明確にする作業から始
め、一つの教育理念に辿り着きました。組織としての「教育」は、「自立した自己として
職員が成長することを支援する」ことであり、教育を通して一人ひとりの職員が「自分
は素晴らしい仕事に従事している」という満足感、充足感を実感することが重要であ
ると考えます。
知識、技術、態度はもとより職員一人ひとりが充実していることが、結果的に患者さん
および地域の方々にとっての信頼・安心につながっていくとの信念に基づいております。

P.13

P.14

P.15

P.17

■2年目のコロナ対応（杉並事業部）
■「古着deワクチン」衣類の再利用とポリオワクチンの寄付（杉並事業部）
■ケアプランセンターあいクリニック中沢開設（多摩事業部）
■あいフレイル予防センター開設（多摩事業部）
■第13回around杉並健康ライフ2021動画配信（杉並事業部）
■オンライン・動画配信を活用した連携・コミュニケーション（杉並・多摩事業部）
■COVID-19診療の取り組み（杉並事業部）
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第4波真っ只中で始まった4月。「まん延防止等重点措置」
「緊急事態宣言」が発令され、第5波では、区内の患者増加に
ともない、さらに12床の増床に踏み切り、COVID専用病床
計55床の確保で対応してまいりました。抗体カクテル療法、
モルヌピラビル（ラゲブリオ）などの薬物使用により、患者の
予後も改善し、また、地域住民を対象としたコロナワクチン集
団接種も施行しました。コロナ以外の救急・一般医療にも引
き続き、力を入れて対応してまいります。

Top i c s

2年目のコロナ対応 （杉並事業部）1

河北総合病院 COVID専用小児病棟  旧ユニホーム

「古着deワクチン」

日本リユースシステム株式会社が運営する「古着deワクチ
ン」の活動に賛同し、河北ファミリークリニック南阿佐谷では、
廃棄する予定だった旧ユニホーム55kg(3口)分を寄付いた
しました。カンボジアや開発途上国を中心に衣類等を輸出、
販売し現地で再利用することで、現地の雇用やビジネス創出
に繋がり、また、認定NPO法人 世界の子どもにワクチンを日
本委員会を通じて開発途上国の子どもたちにポリオワクチン
が届けられる仕組みです。ポリオは、日本では「小児まひ」とも
呼ばれ、手足にまひを引き起こすウイルス性の病気です。ワク
チン接種により多くの子どもたちが救われることを願います。

地域の皆さまの健康寿命延伸に寄与するため、2021年4
月、多摩市・聖蹟桜ヶ丘に「あいフレイル予防センター」を開
設いたしました。財団の看護師と理学療法士が週３回、無
料で医療や介護に関する相談を受け付けております。予約
不要でどなたでも利用ができ、体力測定会などのイベントも
開催しております。

「古着deワクチン」衣類の再利用とポリオワクチンの寄付
（杉並事業部）2

在宅医療をコアサービスのひとつに掲げる多摩事業部では、
「訪問診療×訪問看護×居宅介護支援」の三位一体型サービス
の提供を推進しております。2021年4月には「ケアプランセン
ターあいクリニック中沢」を開設いたしました。「あいクリニック
中沢」「あい訪問看護ステーション中沢」に併設しており、医療
や介護が必要な方のご自宅での療養生活を多職種が連携して
サポートしております。

ケアプランセンターあいクリニック中沢開設 （多摩事業部）3

所長 竹下純子（写真中央）

あいフレイル予防センター開設 （多摩事業部）4

多摩市関戸1-2-11 スマイラス聖蹟桜ヶ丘1F
（デイサービス『あいフィットネスサロンさくら』に隣接）

多摩市中沢2-5-3　ゆいま～る中沢A棟1F
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物語でわかる！在宅医療
「この場所で、自分らしく、これからも」
（多摩事業部）

杉並第一小学校主催「命の授業」
（杉並事業部）

地域の皆さまが住み慣れた場所で安心して生活ができるように、医療などを通じて皆さまの健康を守り、
当財団職員と地域の皆さまが手と手を取り合って、よりよい地域社会を築いていくことをめざしております。
コロナ禍のため、イベントを中止せざるを得ないため、動画配信に切り替え、地域の皆さまへ発信してまいりました。

セミナー・講座

1985年より患者さんや地域の方向けにセミ
ナーをはじめ、2011年からは「河北健康教
室」として実施してまいりました。まだまだコ
ロナ禍であったためリアルイベントの実施が
難しく、人気の体操や病気について引き続き
動画配信(YouTube)をおこなっております。

杉並第一小学校より学年別の合同授業保護
者参観の講師として、地域の病院である「河
北総合病院」へ2015年より講師依頼をいた
だいております。様々な形の「命」を学ぶ授業
として、医師、看護師、療法士を派遣しており、
年間5回開催しておりますが、コロナ禍のた
め2回の開
催となりま
した。

今ニーズが高まっている在宅医療を物語形
式で紹介するオリジナル動画を制作いたし
ました。医師や看護師、
ケアマネジャーなど実
際の職員が出演してい
ます。
他にもコロナ禍で見学
が難しかった施設紹
介の動画なども配信
中です。

多摩事業部では約2年ぶりにイベントを開催しました。コロナフレイル
対策として、多摩市の豊かな自然を感じられるウォーキングコース（約
3ｋｍ）を楽しみました。理学療法
士がウォーミングアップ体操と歩
き方ミニ講座を行い、シニアの方
でも安全に参加できるイベントに
なりました（最高齢86歳）。参加
者アンケートでも「とても良かっ
た」90.9％、「良かった」9.1％と高
評価を頂きました。

地域の皆さまとともに

「web河北健康教室」
（杉並事業部）

お花見ウォーキング（多摩事業部）第13回around杉並健康ライフ2021（杉並事業部）

動画配信数：16回

主催イベント

開催数：2回
配信開始：2021年12月27日～
再生回数：732回（2022年5月現在）

開催日：2022年3月24日（木） 一般参加者：26名

リアル開催：4回（計約40名以上参加）
オンライン開催：3回

配信日①：2021年8月27日(金）～8月28日（土） 申込数：45名
配信日②：2021年12月10日(金） 申込数：41名

COVID-19の影響により2021も、11月14日に収録したトークライブ
動画を配信しました。国際感染症センター長の大曲貴夫先生をお招
きし、健康生活支援センター長の岡井隆広の進行で、河北医療財団
理事長の河北博文、看
護統括部長の永池京子
がパネルディスカッショ
ンいたしました。

多摩事業部が協賛した、在宅医療・介護を
テーマにした映画『ピア～まちをつなぐもの
～』のオンライン上映会を開催いたしました。
一般公開は2019年、主演の在宅医を細田
善彦さん、患者を水野真紀さんが演じ、話題
の映画となりました。

あい介護老人保健施設が包括支
援センターと主催している認知症
カフェです。どなたでも気軽に参
加できるよう、町中のカフェをお
借りして月1回さまざまなテーマ
で開催しています。大妻女子大学
や社会福祉協議会とも連携し、学
生や医療・福祉の専門家が企画
から参加しています。

地域イベント イベント協賛

からきだ匠カフェ（多摩事業部） 映画『ピア』オンライン上映会（多摩事業部）
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【高円寺北】　よしひさ内科クリニック　【高円寺南】　林医院、こじま内科　【梅里】　継醫院　【松ノ木】　寺山耳鼻咽喉科医院　
【成田西】　おおたにクリニック　【下井草】　西川耳鼻咽喉科

急性期病院である河北総合病院は、地域のかかりつけ医（診療所・病院など）と連携し、
よりよい地域医療を提供する「地域医療支援病院」として、2006年に東京都知事より承認を受けております。

地域医療連携 

杉並医療連携WEBセミナー　開催数：12回　視聴者数：340名

杉並区医師会の先生方のご協力により、当院の医師とともにCOVID外来にて多くの患者さんにPCRなど必要な検査を実施
でき、区内のCOVID-19感染拡大、蔓延防止に大きく貢献できました。ご協力いただいた先生方に感謝いたします。

COVID外来協力クリニック

COVID-19について、メディアから多くの取材依頼をいただきました。TVや新聞、雑誌、WEBを通して、医療の逼迫や感染
対策を伝えることで、国民の皆さまに意識を持っていただき、感染者を減らしたいという想いのもと、メディア対応をしてま
いりました。2021年4月～2022年3月までの期間、お問い合わせ数194件。103件の掲載となっております。

メディア掲載

主な媒体：
TV　NHK・日本テレビ・TBS・読売テレビ・フジテレビ・テレビ朝日・テレビ東京
新聞・雑誌　日本経済新聞・朝日新聞・毎日新聞・読売新聞・産経新聞・東京新聞・都政新報・日本産業新聞・財界・
　　　　 　女性自身・日経ヘルスケア
WEB  時事通信・共同通信

開催日 研修会名 視聴者数

2021/5/25

2021/7/15

2021/7/28

2021/8/24

2021/9/27

2021/9/30

第36回杉並心臓病カンファランス

杉並区地域医療連携セミナー

心腎症候群WEBセミナー

第37回杉並心臓病カンファランス ～心不全パンデミックにむけて～

医師・看護師・薬剤師のための在宅ケアセミナー

地域医療フォーラム in 杉並　
～大腸内視鏡検査に欠かせない排便ケアを含めて～

28

22

17

47

31

24

開催日 研修会名 視聴者数

2021/11/1

2021/11/2

2022/1/17

2022/2/8

2022/2/14

2022/3/14

整形外科疾患地域連携講演会

第38回杉並心臓病カンファランス

New循環器疾患治療セミナー

第4回杉並心臓病カンファランス　アブレーション連携の会

失神Web Seminar

杉並医療連携セミナー　～睡眠薬適正使用を考える～

34

36

23

24

24

30

14_



新型コロナウイルスが日本に上陸し２年以上が経ちましたが、今だ感染者数は高い数字で推移しています。第6波はこれまでと比較しても感
染者数は激増しているものの軽症が多く、重症患者が比較的少ないこともあり、当院でもコロナ病床が満床になることはありませんでした。
コロナワクチン接種率(５月23日現在)は、杉並区全体では、１回目(85.6%)、２回目(84.9%)、3回目(61.6%)となっており東京都全体でも
高く、うち65歳以上では、１回目(89.0%)、２回目(88.7%)、3回目(84.2%)と高い数値でした。死亡者や重症者の発生をできる限り減らすと
いう役割が果たせていると感じています。今後も、withコロナの生活に際して、自身や大切な人を守るという観点から、ワクチン接種や感染防
止対策を引き続きお願いいたします。下記は、これまでの当財団の動きを日本の数値とともにまとめたものです。一日も早いコロナ終息を願い、
地域の皆さまが安心して生活していただけるように、私たちはこれからも取り組んでまいります。

COVID-19診療への取り組み

5歳～11歳の子どものワクチン接種を正式
承認、濃厚接触者を検査なしで感染者と診
断可能にルール改定

1月

日本でオミクロン株の新変異株「XE」確認4月

河北フェーズⅡ→Ⅲ適用、電話再診と処方
箋の郵送開始、モルヌピラビル（ラゲブリオ）
スタート、COVID専用55床へ

1月

杉並区民向けワクチン接種会場派遣（3月末
まで)、東館4階クラスター(患者４・職員5）

2月

河北リハビリテーション病院クラスター発
生（患者19・職員12）

3月

家族に対しても、極力会食を控えること、黙
食、マスク会食の協力要請、個人防護具
（PPE）着用の徹底、発熱（37.5）・発熱を伴
わない咽頭痛・咳嗽等の上気道症状出現時
対応・復職基準を更新

1月

病原体別感染対策マニュアルの更新、濃厚
接触者待機期間短縮

2月

陽性者職員の復職基準変更3月

病原体別感染対策マニュアルの更新、河北
フェーズⅡ

4月

日本国内で新たなコロナ変異種初確認、
米ファイザー社から年内に約1億4千万回
分ワクチン供給で正式合意

新型コロナ対策などだ総額19兆円3次補正
予算成立

1月

ファイザー製ワクチンを厚労省が正式承認、
医療従者先行接種

2月

65歳以上の高齢者へワクチン接種（2回接
種を今年7月末めざす）、
モデルナとアストラゼネカのワクチン承認

5月

企業や大学での職域接種（集団接種）を全
国で開始

6月

ワクチンパスポートの申請受付開始7月

8月重症患者以外は原則自宅療養（「中等症
は原則入院）、沖縄県の病院で大規模クラス
ター発生。東京都/酸素ステーション開設

8月

保護者向けの助成金（@1.5万）制度を再開9月

13日　河北総合病院クラスター発生（最終
患者55・職員26計81名）
救急外来受入、新規紹介受入停止

16日　河北総合病院非常事態宣言

21日　小児科コロナ病棟+7床増床

1月

15日  河北総合病院非常事態宣言解除2月

杉並区民向けワクチン接種会場派遣受託
（10月末まで）

5月

COVID外来の予約枠増設、抗体カクテル療
法実施、本館5階コロナ病棟12増床

8月

東京都の要請により、河北リハビリテーショ
ン病院スタッフをワクチン接種会場へ派遣、
河北ファミリークリニック南阿佐谷でPCR
検査の実施と軽症患者への訪問診療開始

9月

新館4階・本館5階 一部一般入院患者受入
れ開始

10月

分院2階一般入院患者受入れ開始11月

NEAR法：迅速遺伝子検査開始3月

医療従事者向けワクチン接種（1グループ）4月

医療従事者向けワクチン接種（2グループ）、
オリンピックへのスタッフ派遣・ボランティア
参加不可、職員の発熱基準を変更（37.3）、
COVID-19陽性者職員の復職基準更新

5月

医療従事者向けワクチン接種（2回目）
COVID-19治療薬フローチャート第6版

6月

インフルエンザワクチン接種11月

医療従事者向けワクチン接種（3回目）12月

16日 中国で相次ぐ新型肺炎感染者を国内
初確認。日本国内で初となる感染者が確認
されてからわずか数週間で感染拡大

28日 新型コロナウイルス肺炎を政府が「指
定感染症」に指定

30日　WHOが緊急事態宣言

1月

5日 横浜港沖に停泊しているクルーズ船
「ダイアモンド・プリンセス号」で10人の感染
者を確認

11日 WHOが新型コロナウイルス病名を
「COVID-19」と命名

2月

2020

2021

2022

11日　WHOがパンデミック認定3月

マスクの配布、オンライン診療開始、一律10
万円の現金給付

4月

ソーシャルディスタンスやテレワークを訴える

厚労省が「レムデシビル」治療薬承認(重症患者）

5月

総額31兆9114億円2次補正予算成立
COCOA接触確認アプリスタート

6月

経営悪化した中小企業や個人事業主向け
特別給付金支給

9月

GO TO トラベル・eat・イベント開始10月

飲食店等へ協力金、一律40万円を支給11月

コロナ変異ウイルスを国内で初確認12月

杉並区長と会談、理事長メッセージ発
信開始（毎月）、分院3をCOVID病棟と
する旨を分院の職員へ説明、出陣式（理
事長・医師・看護師・コメディカル・事務
と駐車場にて）

3月

分院2をCOVID病棟とする旨を分院の
職員へ説明

8日・9日　杉並区長と会談（補助金
（繰入）の件、区立病院のような立ち位
置としてコロナ対応にあたる）

10日　荻窪病院・佼成病院との３病
院連名による杉並区へ支援要請書を
提出

13日・20日　杉並区によるよる基幹病
院への補正予算支援決定・承認

4月

帰国者・接触者外来開始（救急外来陰圧
室）、入院患者・ご家族/面会自粛のお願い、
COVID-19感染対策本部立ち上げ

2月

病院内注意喚起ポスター掲示、患者さん/マ
スク着用必須化のお願い、杉並区「発熱外
来テント」一時設置、杉並区・杉並区医師
会・感染症協力医療機関COVID-19感染症
対策関係医療機関等連絡会開催（定期）

3月

COVID外来開始（リハビリ室）スタート
（PCR検査1日/10～15件）、分院3階を
COVID専用病床30床、新館4階6床（小児)
をCOVID専用病床、緊急以外の内視鏡検
査・手術の中止、医師会医師外来協力ス
タート2診体制（PCR検査1日/35件まで）、
アビガン錠院内承認、杉並区「発熱外来テ
ント」設置運用開始（検温後保健師問診部
屋として活用）、河北総合病院・分院、河北サ
テライトクリニックの入館時検温開始

4月

河北総合病院事業継続計画（BCP）策定、
杉並区「発熱外来テント」撤去、東京ルール
運用開始、新型コロナウイルス抗原迅速検
査導入

6月

小児科・COVID外来移転、分院2階コロナ
病棟へ

7月

館内放送にて換気の呼びかけ9月

就業前の検温実施2月

新型コロナウイルス肺炎・緊急対策会議開
催（毎月2-4回）、密閉空間の10人以上会議
禁止、診療継続計画策定

3月

職員向けメンタルヘルスケア開始、職員食堂
のレイアウト変更、黙食の徹底、職員への情
報共有の徹底

4月

帰省および研修活動の自粛6月

家庭内での感染防止対策8月

_15



※日本の数値の出典/NHKまとめより https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/data-all/
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2021

7月東京オリンピック7月東京オリンピック
8月東京パラリンピック8月東京パラリンピック

2月北京オリンピック2月北京オリンピック

2022

COVID専用
病床数

第1波
 36床

第2波 
36床

第3波 
43床

第4波
 55床

第5波
55床

本館５階・
新館4階
一般受入

第6波 
55床

22床
(分院2階
一般受入)

3月
北京パラリンピック
3月
北京パラリンピック

2月25日ロシアの
ウクライナ軍事侵攻
2月25日ロシアの
ウクライナ軍事侵攻

院内クラスター
1/11～2/15

院内クラスター
2/22～3/2

日本におけるCOVID-19新規感染者数の推移と財団数値

2020

河北コロナ病床延べ使用数河北コロナ病床延べ使用数
河北PCR検査数(件)河北PCR検査数(件)
杉並区内感染者数(人)杉並区内感染者数(人)
河北PCR陽性率(%)河北PCR陽性率(%)

3/1 5/14/13/12/11/112/111/110/19/18/17/16/15/14/13/12/11/112/111/110/19/18/17/16/15/14/1



財団では、「教育」すること、「人財開発」することの真の目的を明確にする作業から始め、一つの教育理念に辿り着きました。組織としての「教
育」は、「自立した自己として職員が成長することを支援する」ことであり、教育を通して一人ひとりの職員が「自分は素晴らしい仕事に従事し
ている」という満足感、充足感を実感することが重要であると考えます。
知識、技術、態度はもとより職員一人ひとりが充実していることが、結果的に患者さんおよび地域の方々にとっての信頼・安心につながってい
くとの信念に基づいております。

特に教育には力を入れており、研修を通じて組織人としての成長は当然ですが、『世に
優れた医療人を送り出す』ことも当財団の大切な役割と思っております。新入職員をは
じめ、各階層ごとの研修を年間を通じておこなっており、専門職については、各職種ごと
に医療現場にて教育ラダーを組み医療人として成長を担い、共通研修では組織人とし
て、社会の一員としての成長を助ける内容としております。
一般研修Ⅰ～Ⅲでは組織理念の浸透などを病院に従事している様々な職種を交え実施
しております（一般Ⅱ、Ⅲはコロナの影響により未実施）。研修メニューには心のケア研修
やコミュニケーションについてなど幅広くおこなっており、「主体的に考え行動する」人
財育成に力点を置いたプログラムとしております。
また、財団内に29の委員会を設けており、医療機関としてのあるべき姿、医療の質向上
に努めております。

職員の教育・研修

2021年度　研修実績

教育理念
自立した自己として職員が成長することを支援する

1.組織理念の浸透
2.専門職としての質の向上
　（知識・技能・態度）
3.自ら考え行動する個人の育成

教育方針
社会的資源としての人材を育成する

杉並事業部
開催数
（回）項目

新入職員研修
スタッフ研修２
初級監督職研修
中級監督職研修
上級監督職研修
主任研修
新任科課長研修
選抜研修Ⅱ
新入職員フォローアップ研修
倫理委員会
高難度新規医療技術評価委員会
診療の質向上委員会・クリニカルパス委員会
医療安全管理委員会
医療安全管理委員会（分院）
プライバシー・ポリシー委員会
感染管理委員会
感染管理委員会（分院）
感染管理実行委員会
環境マネジメントシステム委員会
労働安全衛生委員会
臨床研修委員会
廃棄物適正処理委員会
医療ガス安全管理委員会・医療ガス安全管理委員会（分院）
保険審査委員会
適切なコーディングに関する委員会
適切なコーディングに関する委員会(分院)
薬事・医材委員会
薬事・医材委員会（分院）
カルテ等書式委員会
カルテ等書式委員会(分院)
輸血療法委員会
輸血療法委員会(分院)
臨床検査システム委員会
臨床検査システム委員会(分院)
フードサービス委員会
フードサービス委員会(分院)
褥瘡対策委員会
褥瘡対策委員会(分院)
情報システム委員会
NS委員会
健康生活支援室運営委員会
化学療法委員会
化学療法委員会(分院)
画像運営委員会
医療放射線管理委員会
特定行為研修管理委員会

1
1
3
1
2
1
1
8
2
5
2
11
12
12
6
12
12
12
12
10
10
4
1
12
4
4
11
11
11
11
6
6
6
6
9
9
11
11
10
6
6
6
6
12
2
2

106
16
53
13
34
9
7
7
42
57
12
185
255
122
107
288
108
420
85
156
128
27
22
360
24
16
269
98
111
55
9
5
9
5
54
54
251
78
220
114
44
100
46
252
28
14

延べ参加数
（人）

臨床研修医
開催数
（回）項目

初期研修医オリエンテーション(入職時)
後期研修医・専攻医オリエンテーション
採血実習
木曜日医師講義
外部講師による講義(症例教育)
腹部超音波研修
CVカテーテル研修
胸腔ドレーン挿入研修
気管挿管研修
心電図講義
動脈採血研修
一次救命処置講習会
二次救命処置講習会
内科救急・ICLS講習会
ICU講義

1
1
23
27
5
4
6
8
6
2
8
1
1
3
1

11
11
208
278
27
11
22
21
22
22
21
11
11
13
11

延べ参加数
（人）

医療技術職
開催数
（回）項目

医薬品勉強会・臨時
麻薬講習会
薬剤部勉強会
医療放射線講習会
医療安全講習会（MRI)
医療安全講習会（職業被ばく・医療被ばく)
患者移乗研修（臨床検査科）
心電図判読および実技研修（臨床検査科）
医療機器講習会 WEB配信(臨床工学科)
医療機器実技講習会(臨床工学科)

18
1
1
1
1
1
1
5
9
33

170
134
16
94

1,306
158
3

141
 （測定不可能）

358

延べ参加数
（人）

河北リハビリテーション病院
開催数
（回）項目

新人研修　(リハビリテーション部門)
新入職員研修（教育委員会）
医療機器安全研修（医療機器安全委員会）
医療安全・医薬品安全管理研修（PSM委員会）
感染研修（感染委員会）
接遇研修（接遇委員会）

36
1
1
2
4
2

756
28
62
144
275
215

延べ参加数
（人）

シーダ・ウォーク
開催数
（回）項目

必須研修（プライバシー、R4、法令遵守、感染症、接遇、認知症、事故防止） 8 463

延べ参加数
（人）

河北透析クリニック
開催数
（回）項目

ワーキングチームによるテスト 21 630

延べ参加数
（人）
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財団共通研修

看護統括部
開催数
（回）項目

ＫＮＳクリニカルラダ－Ⅰ チャレンジ研修　
ＫＮＳクリニカルラダ－Ⅱ チャレンジ研修　
ＫＮＳクリニカルラダ－Ⅲ チャレンジ研修　
ＫＮＳクリニカルラダ－Ⅳ チャレンジ研修　
ＫＮＳクリニカルラダ－Ⅴ チャレンジ研修　
スキルアップ研修　看護と倫理
スキルアップ研修　看護補助者と協働する病棟運営
スキルアップ研修　救命処置
スキルアップ研修　KNS-CLの評価
ＫＮＳ新人看護職員研修 教育担当者研修
ＫＮＳ新人看護職員研修 実地指導者研修
ＫＮＳ新人看護職員研修 指導者合同研修
看護専門実践研修　フィジカルアセスメント看護実践コース
看護専門実践研修　緩和ケアコース
看護補助者研修
財団内看護統括部施設間研修
看護必要度コース　オンデマンド研修 （河北総合病院・分院）
認知症コース　オンデマンド研修 （河北総合病院・分院）
放射線オンデマンド（法律改正により研修必須のため） （河北総合病院・分院）
ＡＣＰオンデマンド （河北総合病院・分院）
新入職者研修（入職時） （河北総合病院・分院）

39
5
4
5
4
1
1
1
1
2
1
2
7
7
1
1
2
4
1
1
8

909
171
217
189
25
14
25
12
17
27
25
79
99
63
16
2

476
476
467
467
266

延べ参加数
（人）

多摩事業部
開催数
（回）項目

新入職者研修/通年採用者研修
あいセーフティネット連携研修
中堅研修
幹部管理者研修
労務管理研修
採用面接官研修
ハラスメント研修
評価者研修
新入職員研修/新人研修　（セラピスト）

5
4
3
1
2
2
1
1
12

75
87
44
53
60
20
31
13
83

延べ参加数
（人）

河北家庭医療学センター
開催数
（回）項目

全体会～2020年度振り返りと2021年度目標の共有～ 1 20
大塚製薬「イノラス」勉強会 1 20

延べ参加数
（人）

河北健診クリニック
開催数
（回）項目

感染対策セミナー
がん検診精度管理報告会
学会参加報告会
院内勉強会

2
1
4
4

70
40
130
140

延べ参加数
（人）

介護（老健・地域）
開催数
（回）項目

新入職者研修
全体研修（『多摩事業部での看取り実践報告』～看取りから学ぶACPの在り方について～）
高齢者施設における虐待について
ケアマネジャー勉強会
相談職・ケアマネジャー職種合同　介護報酬改定について

2
2
3
1
1

22
30
120
1
30

延べ参加数
（人）

S1級
財団の理念 心のケア

ストレス対処

S2級

S3級

L1級

L2級

L3級

M1級

M2級

M3級

役割等級 階層別研修（役割等級に応じた研修） 目的別研修
After(２０２１年度)

自己啓発支援

定期新入社員フォロー研修

定期新入社員研修

仕事の振返り
ビジネスマナー

幹部講和 社会人基礎
ビジネスマナー

財団の理念
財団ルール

財団の理念 心のケア コミュニケーション

成功体験/失敗体験から学ぶ仕事のやり方
スタッフ研修２

財団の理念 心のケア 後輩指導

先輩から学ぶ仕事のやり方進め方
スタッフ研修３

財団の理念 心のケア リーダーシップ

監督職の役割と責任
初級監督職研修

財団の理念 心のケア フォロアーシップ

改善技法を使った職場改善
中級監督職研修

財団の理念 心のケア マインドフルネス

ハラスメント研修
上級監督職研修

財団の理念 心のケア チームビルディング

管理職の役割を理解する
管理職研修

理事長講話 主任の役割と心構え

労務管理基礎
新任主任研修

理事長講義（10単位）選抜研修Ⅱ

理事長講話

労務管理基礎 ハラスメント研修
新任科(課）長研修

評
価
者
研
修

　
通
信
教
育
奨
励
制
度

　
資
格
取
得
奨
励
制
度

幹部職員セミナー
（経営塾：都病協）

研修項目 実施プログラム 要検討項目

開催数
（回）項目

入院診療計画書研修（動画） （河北総合病院・分院）
感染対策コース　標準予防策オンデマンド （河北総合病院・分院）
褥瘡対策研修 （河北総合病院・分院）
看護補助者オンデマンド研修 （河北総合病院・分院）
オムツ研修 （シーダ・ウォーク）
高齢者看護（e-ランニング） （シーダ・ウォーク）
基礎研修・実践リーダー研修（東京都認知症介護研修の活用） （シーダ・ウォーク）
新人研修（河北リハビリテーション病院）
新入職員研修（教育委員会） （河北リハビリテーション病院）
医療機器安全研修（医療機器安全委員会） （河北リハビリテーション病院）
医療安全・医薬品安全管理研修（PSM委員会） （河北リハビリテーション病院）
感染研修（感染委員会） （河北リハビリテーション病院）
接遇研修（接遇委員会） （河北リハビリテーション病院）
看護必要度研修（eラーニング） （河北リハビリテーション病院）
ケースレポート（事例研究）発表会 （河北リハビリテーション病院）
主任副主任研修 （河北リハビリテーション病院）
看護管理者のための目標管理について （河北リハビリテーション病院）
訪問看護師勉強会 （河北家庭医療学センター）
東京都訪問看護教育ステーション事業(人材育成） Ｗｅｂ開催 （河北家庭医療学センター）
クリニック内勉強会 （河北健診クリニック）
事例検討 （多摩事業部）

1
1
2
8
1
7
2
1
1
2
2
2
1
1
1
1
1
12
6
6
2

306
467
48
288
6
63
2
24
24
226
474
464
215
45
11
10
10
120
110
51
8

延べ参加数
（人）
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環境へのおもいやり

廃棄物の適正処理・減量

Topics 2021

河北医療財団は、1990年、経営方針の重要項目のひとつに「地球環境保全」を打ち出し、1997年に環境活動を始め、1998
年、病院として初めてISO14001環境マネジメントシステム認証（2006年3月更新終了）を取得。2012年、医療業界では初め
て「DBJ ビジョナリーホスピタル」の評価認定をいただきました。2015年、環境省主催の「環境 人づくり企業大賞2015」にお
いて、環境大臣賞（大企業の部）をいただくなど、当財団の取り組みに対し高評価をいただいております。2008年より、KES環
境マネジメントシステムの認証を取得し継続的に環境活動を続けております。

環境マネジメントシステム委員会で立案され、環境マネジメント・ディレクター
の承認を受けた財団の環境改善計画書を基に、各部署の環境プロモーター
は自部署の「環境プログラム（年間計画）」を設定し、一年を通じ、部署独自の
環境活動をおこなっております。2021年度の環境プロモーターは55部署か
ら63名が務めました。

河北総合病院の建替えに向けて、電子カルテが一新されました。システムの入れ替えに伴い、各部署のパソコンが新しくなったと
ころで液晶モニターの輝度設定の確認をおこない、初期状態から業務に影響のない範囲で調節（暗く）しました。財団全体で
506台の液晶モニターが調節されたことで、年間の消費電力が約6,900kw削減できます。この消費電力削減量は、杉の木が1年
間で吸収できる二酸化炭素（CO2）量に換算すると218本分に相当します。

環境マネジメントシステム

当財団では、廃棄物、エネルギー、排水処理についてのデータを蓄積し、廃棄物・エネルギーデータは、環境マネジメント
システム委員会と環境プロモーターに毎月報告し、恒常的なごみ分別・減量、省エネに活かしております。

一次分別として、全16種類（紙、新聞、雑誌、カン、ビン、ペットボトル、生ごみ、廃プラ他、感染性
廃棄物など）の分別をおこなっております。
外来ホールなどではごみの種別ごとにごみ箱を設置し、病院を利用される方にも分別にご協力
いただいております。また、テープの巻き芯の回収・寄付による植樹活動や、感染症廃棄物用リサ
イクルペール缶の一部採用による途上国の子供たちへのワクチンの支援をおこなっております。

基本活動

液晶モニターの輝度調節で、消費電力・CO2を削減！

活動例：ごみ排出量の削減、コピー用紙の使用量削減、環境学習など

年度

総排出量 （t）

リサイクル率（%）

734.1

81.5

737.9

76.2

742.1

69.4

818.0

68.2

783.6

70.8

2016 2017 2018 2019 2020

795.0

69.9

2021
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詳細はホームページをご覧ください。
https://kawakita.or.jp/kmf/content_effort/sympathy/

○当財団の事業と環境活動との関連性を理解するため、財団職員向けに年数回
の環境見学を実施
2021年度は、環境プロモーター28名を含めた計35名が、飲料空容器再資
源化工場のオンライン見学に参加し、空ペットボトル・ビン・カンのリサイクル
処理の実際を確認しました。
その他、財団で排出するプラスチックごみ、感染性廃棄物も全て国内で100%
リサイクル処理されていることを確認しています。

環境教育

○環境内部監査（年1回）と、外部審査機関「特定非営利活動法人 KES環境機構策定の
　環境マネジメント規格」による外部審査を受け、活動の見直しや改善を図っております。

環境監査

○株式会社日本政策投資銀行（DBJ）が開発した環境評価システムにより、「DBJビジョナリーホスピタル」の認定を受け、
　「環境配慮に優れた病院」として、受審医療機関の中で最高位ランクBの環境格付融資を受けております。（2017年度）

DBJビジョナリーホスピタル

電気・ガス関連
当財団では、1997年よりコージェネレーションシステム※を実稼働させ、発電電力と商用電力との電源の二重化により、安定的な電力供給を
おこなうとともに、夏場などのピーク電力の抑制にも実績を上げております。
また、財団内施設の省エネ効果が高いと判定された場所について、LEDへの切り替えを進めました。人が頻繁に出入りしないところについて
は人感センサーや省エネ電球を利用するなど、用途・機能に応じた対応をおこなっております。

※コージェネレーションシステムとは
利用可能な複数のエネルギーを同時に生産し、運転効率を高めることで省エネルギーに役立てるものです。

その他
●冷暖房設定温度（夏期：26～28度、冬期：18～22度）、クールビズ・ウォームビズの実施
    ※患者さんの療養環境を優先しているため、実際の室温は推奨温度と異なる場合もあります。

●パソコン関連
　パソコンは省エネ効果の高い製品を導入しております。また設置後も吸排気スペースを確保したり輝度調整などの省電力対策に努めております。
●患者さんや来院者の方に優先的にエレベーターをご利用いただき、省エネのため、職員は原則、階段を使用しております。
●感染性廃棄物専用ペール（容器）を使用し、感染性廃棄物の運搬・中間処理における流出や針刺し事故の防止など処理事業者の安全性にも
　配慮しております。

年度

電力使用量 （kWh）

ガス使用量 （㎡）

原油換算値

2016

7,127,661

733,933

2,634

2017

7,378,287

746,770

2,706

2018

7,522,845

744,267

2,670

2019

7,088,318

734,979

2,551

2020

6,914,660

725,090

2,490

2021

6,964,037

738,924

2,539

20__







































概要・施設認定

財 団 施 設

財 団 職 員 総 数

設 　 立

特 　 長

2022年6月末日現在

2022年5月1日現在

河北総合病院
■所在地／〒166-8588 東京都杉並区阿佐谷北1-7-3 TEL：03-3339-2121（代）　■創立／1928年5月　■院長／杉村 洋一　■許可病床数／331床
■標榜科目／内科、循環器内科、呼吸器内科、消化器内科、神経内科、リウマチ科、リハビリテーション科、小児科、外科、呼吸器外科、心臓血管外科、脳神経外
科、整形外科、耳鼻咽喉科、泌尿器科、眼科、皮膚科、放射線科、麻酔科、糖尿病・内分泌・代謝内科、腎臓内科、消化器外科、病理診断科、臨床検査科、救急科、
感染症内科、血液内科、疼痛緩和内科、精神科、産科、婦人科、血管外科、形成外科、美容外科、乳腺外科、小児アレルギー科、脳神経内科、頭頸部外科　■施
設認定／●日本医療機能評価機構認定病院●基幹型臨床研修病院●地域医療支援病院●救急告示病院（救急病院等を定める省令第２条）●東京都指定二
次救急医療機関●東京都CCUネットワーク加盟●東京都脳卒中急性期医療機関●東京都がん診療連携協力病院（大腸がん）●指定居宅介護支援事業者●
指定居宅サービス（訪問看護）●東京都神経難病医療ネットワーク協力病院指定●東京都医療機器安全性情報ネットワーク事業参画医療機関●画像診断管
理認証施設（MEI安全管理に関する事項）●労災保険指定医療機関●生活保護法指定医療機関●DPC対象病院●訪問リハビリテーション●介護予防訪問
リハビリテーション●産科医療補償制度

河北総合病院（331床） 院長 杉村 洋一

河北透析クリニック（56ベッド） 院長 青木 尚子

河北健診クリニック 院長 金澤 實

河北リハビリテーション病院（135床） 院長 宮村 紘平

河北総合病院 分院（76床） 院長 浅妻 直樹

河北 サテライト クリニック 院長 鹿島 京子

介護老人保健施設 シーダ・ウォーク（112床） 施設長 吉田 晴彦

河北ファミリークリニック南阿佐谷 院長 塩田 正喜

河北訪問看護・リハビリステーション阿佐谷 管理者 船浪 紀子

あい介護老人保健施設（150床） 施設長 佐藤 淸貴

天本病院（179床） 院長 及能 克宏

あいクリニック 院長 濱谷 弘康

あいクリニック平尾 院長 奥村 光絵

あいクリニック中沢 院長 明石 のぞみ

2008年（平成20年）1月より継続更新中

3,077人：内常勤職員数 2,006人（杉並事業部1,507人・多摩事業部499人）
 （内訳：常勤）医師183人、看護師692人、セラピスト276人

名 称

理 事 長

社会医療法人　河北医療財団      
     
河北 博文
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河北総合病院 分院
■所在地／〒166-0001 東京都杉並区阿佐谷北1-6-20 TEL：03-3339-0606（代）　■創立／2004年3月　■院長／浅妻 直樹　■許可病床数／一般病
床　76床　■標榜科目／内科、皮膚科、精神科、リハビリテーション科、放射線科、循環器内科、呼吸器内科、消化器内科、神経内科、糖尿病・内分泌・代謝内
科、腎臓内科、感染症内科、血液内科、リウマチ科、アレルギー科、脳神経内科　■施設認定／協力型臨床研修病院

河北サテライト クリニック
■所在地／〒166-0001 東京都杉並区阿佐谷北1-3-12 TEL：03-3339-0808（代）　■創立／2004年3月　■院長／鹿島 京子　■標榜科目／眼科、皮
膚科、内科、小児科

河北透析クリニック
■所在地／〒166-0001 東京都杉並区阿佐谷北1-18-9　TEL：03-3336-2500（代）　■開設日／2018年3月（河北葦クリニック 1992年11月）　■院長
／青木 尚子　■透析ベッド数／56床（他、隔離対応可2床）1階：準個室12床　2階：パーテーションあり24床・なし20床　■標榜科目／内科　■施設認定／
日本透析医学会教育関連施設　■透析装置／逆浸透精製水製造システム2台・透析用剤溶解装置2台・多人数用透析液供給装置3台・透析用監視装置58台 
■1-3階／1階：透析室（準個室）・2階：透析室・3階：待合室（ラウンジ）

河北健診クリニック
■所在地／〒166-0003 東京都杉並区高円寺南4-27-12 TEL：03-5377-2811（代）　■開設日／1990年6月　■院長／金澤 實　■標榜科目／内科
■施設認定／●日本人間ドック学会 人間ドック健診施設機能評価認定施設●日本総合健診医学会 優良総合健診施設●全日本病院協会 健保連指定日帰り
人間ドック実施施設●健康評価施設査定機構 特定健診・特定保健指導優良認定施設●日本乳がん検診精度管理中央機構 マンモグラフィ検診画像認定施設
●肺がんCT検診認定機構認定施設

河北リハビリテーション病院
■所在地／〒166-0013 東京都杉並区堀ノ内1-9-27　TEL：03-5307-5151（代）　■開設日／2001年2月　■院長／宮村 紘平　■許可病床数／療養
病床 135床　■標榜科目／内科、精神科、リハビリテーション科　■施設認定／●協力型臨床研修病院●日本医療機能評価機構認定、病院機能評価（高度・
専門機能）リハビリテーション（回復期）認定　■学会施設認定／日本リハビリテーション医学会研修施設

介護老人保健施設 シーダ・ウォーク
■所在地／〒167-0034 東京都杉並区桃井3-4-9　TEL：03-5311-6262（代）　■開設日／2004年10月　■施設長／吉田 晴彦　■許可病床数／112
床　■事業内容／●介護保険サービスにおける介護保険施設サービス（介護予防）短期入所療養介護112床（全室個室）●介護保険サービスにおける（介護
予防）通所リハビリテーション（デイケア）45名／日

河北ファミリークリニック南阿佐谷
■所在地／〒166-0004 東京都杉並区阿佐谷南1-16-8 ISM ASAGAYAビル3・4・5F　TEL：03-5356-7160　■開業日／2019年3月　■院長／塩田 
正喜　■標榜科目／内科、小児科　■施設認定／●臨床研修協力医療機関(厚生労働省指定)●日本専門医療機構認定研修医療機関(総合診療)●日本プラ
イマリ・ケア連合学会認定研修施設●特定看護師研修協力機関

河北訪問看護・リハビリステーション阿佐谷
■所在地／〒166-0004 東京都杉並区阿佐谷南1-16-8 ISM ASAGYA 6F　TEL：03-5913-7977　■開設日／1994年2月　■管理者／船浪 紀子　■
事業内容／●指定訪問看護事業所●指定介護予防訪問看護事業所　■施設認定／●東京都訪問看護教育ステーション●聖路加国際大学看護学部実習施
設●三育学院大学看護学部実習施設●東京工科大学医療保健学部看護学科実習施設●早稲田速記医療福祉専門学校看護科実習施設●生活保護法指定医
療機関●自立支援医療指定医療機関●被爆者一般疾病医療機関

あい介護老人保健施設
■所在地／〒206-0036 東京都多摩市中沢1-17-38　TEL：042-374-7111　■開設日／2001年11月　■施設長／佐藤 淸貴　■ベッド数／150床（う
ち認知症専門棟50名・ショートステイ用8床）　■通所定員/50名

天本病院
■所在地／〒206-0036 東京都多摩市中沢2-5-1　TEL：042-310-0333　■創立／2005年6月　■院長／及能 克宏　■許可病床数／179床(一般病
床131床・療養病床 48床)　■標榜科目／内科・消化器内科・循環器内科・神経内科・リハビリテーション科・精神科・老年精神科 ■特長／日本医療機能評価
機構認定（一般病院1、副機能：リハビリテーション病院）

あいクリニック
■所在地／〒206-0012 東京都多摩市貝取1431-3　TEL：042-375-9581　■開設日／1999年4月　■院長／濱谷 弘康　■標榜科目　【訪問診
療】一般内科　【外来診療】内科、消化器内科、呼吸器内科、循環器内科、精神科、整形外科　■施設認定／●難病医療費助成指定医療機関●被爆者一般疾
病医療機関●生活保護法第49条及び中国在留邦人等支援医療機関●指定自立支援医療機関

あいクリニック平尾
■所在地／〒206-0823 東京都稲城市平尾3-7-4　コーシャハイム平尾1階　TEL：042-350-5062　■開設日／2007年4月　■院長／奥村 光絵　■
標榜科目　【訪問診療】一般内科　【外来診療】内科、精神科　■施設認定／●難病医療費助成指定医療機関●被爆者一般疾病医療機関●生活保護法第49
条及び中国在留邦人等支援医療機関　

あいクリニック中沢
■所在地／〒206-0036 東京都多摩市中沢2-5-3　ゆいま～る中沢A棟1階　TEL：042-311-2820　■開設日／2013年8月　■院長／明石 のぞみ 
■標榜科目　【訪問診療】内科　【外来診療】内科　■施設認定／●難病医療費助成指定医療機関●被爆者一般疾病医療機関●生活保護法第49条及び中
国在留邦人等支援医療機関●指定自立支援医療機関
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届出事項等

河北総合病院　

河北総合病院　学会施設認定等 （2022年5月1日現在）

施設基準届出等 （2022年5月1日現在）

・ 外国医師臨床修練指定病院
・ 基幹型臨床研修病院
・ 救急救命士病院実習教育施設
・ 日本アレルギー学会アレルギー専門医教育研修施設
（耳鼻咽喉科）
・ 日本アレルギー学会アレルギー専門医教育研修施設
（小児科）
・ 日本アレルギー学会アレルギー専門医教育研修施設
（内科）
・ 日本がん治療認定医機構認定研修施設
・ 日本眼科学会専門医研修施設
・ 日本肝臓学会認定施設
・ 日本気管食道科学会研修施設
・ 日本外科学会専門医制度修練施設
・ 日本呼吸器内視鏡学会気管支鏡専門医制度
関連認定施設

・ 日本産科婦人科学会周産期登録施設
・ 日本産科婦人科学会専攻医指導施設
・ 日本産科婦人科学会婦人科腫瘍登録施設

・ 日本周産期・新生児医学会認定施設
・ 日本循環器学会認定循環器専門医研修施設
・ 日本消化器外科学会認定専門医修練施設
・ 日本消化器内視鏡学会専門医制度指導施設
・ 日本消化器病学会専門医制度認定施設
・ 日本小児科学会小児科専門医研修施設
・ 日本女性医学学会専門医制度認定研修施設
・ 日本神経学会専門医制度における教育関連施設
・ 日本心血管インターベンション治療学会研修施設
・ 日本腎臓学会研修施設
・ 日本ステントグラフト実施基準管理委員会
胸部ステントグラフト実施施設

・ 日本整形外科学会専門医制度における研修施設
・ 日本専門医機構専門医研修基幹施設総合診療領域
・ 日本大腸肛門病学会認定施設
・ 日本透析医学会専門医制度認定施設
・ 日本糖尿病学会認定教育施設
・ 日本乳癌学会認定施設

・ 日本認知症学会教育施設
・ 日本脳神経血管内治療学会研修施設認定
・ 日本脳卒中学会一次脳卒中センター（PSC）
研修教育認定施設

・ 日本脳卒中学会認定研修教育施設
・ 日本鼻科学会鼻科手術認可研修施設
・ 日本泌尿器科学会専門医教育施設
・ 日本病理学会研修認定施設（研修認定施設B）
・ 日本不整脈心電学会認定不整脈専門医研修施設
・ 日本プライマリ・ケア連合学会認定
新家庭医療後期研修プログラム認定証

・ 日本麻酔科学会麻酔科認定病院
・ 日本リウマチ学会認定教育施設
・ 日本臨床栄養代謝学会栄養サポートチーム
専門療法士認定規程認定教育施設

・ 日本臨床栄養代謝学会NST稼働施設
・ 日本臨床細胞学会認定施設

【基本診療料に関する届出事項】
・ 一般病棟入院基本料（急性期一般入院料1）
・ 総合入院体制加算2
・ 救急医療管理加算
・ 超急性期脳卒中加算
・ 診療録管理体制加算1
・ 医師事務作業補助体制加算1（15対1）
・ 急性期看護補助体制加算1（25対1）
夜間100対1急性期看護補助体制加算
夜間看護体制加算
看護補助体制充実加算

・ 看護職員夜間12対1配置加算（1のイ）
・ 重症等療養環境特別加算
・ 精神科リエゾンチーム加算
・ 栄養サポートチーム加算
・ 医療安全対策加算1（医療安全対策地域連携加算）
・ 感染対策向上加算1（指導強化加算）
・ 患者サポート体制充実加算
・ 報告書管理体制加算
・ 褥瘡ハイリスク患者ケア加算
・ ハイリスク妊娠管理加算
・ ハイリスク分娩管理加算
・ 後発医薬品使用体制加算1
・ 病棟薬剤業務実施加算1
・ データ提出加算2
・ 入退院支援加算1（地域連携診療計画加算、総合機能
評価加算）

・ 認知症ケア加算1
・ せん妄ハイリスク患者ケア加算
・ 精神疾患診療体制加算
・ 地域医療体制確保加算
・ 特定集中治療室管理料3（早期離床・リハビリテーショ
ン加算、早期栄養介入管理加算）

・ ハイケアユニット入院医療管理料1（早期離床・リハビリ
テーション加算、早期栄養介入管理加算）

・ 小児入院医療管理料2（養育支援体制加算）

【特掲診療料に関する届出事項】
・ がん性疼痛緩和指導管理料
・ がん患者指導管理料イ、ロ、ハ
・ 乳腺炎重症化予防ケア・指導料
・ 婦人科特定疾患治療管理料
・ 一般不妊治療管理料
・ 二次性骨折予防継続管理料1
二次性骨折予防継続管理料3

・ 地域連携小児夜間・休日診療料2
・ 院内トリアージ実施料
・ 救急搬送看護体制加算1
・ 外来腫瘍化学療法診療料1
連携充実加算（外来腫瘍化学療法診療料）

・ がん治療連携計画策定料
・ 薬剤管理指導料
・ 医療機器安全管理料1
・ 在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物居住者訪問看
護・指導料の注2

・ 遠隔モニタリング加算（在宅持続陽圧呼吸療法指導管
理料）

・ 持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測定
・ HPV核酸検出及びHPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）
・ 検体検査管理加算（IV）
・ 心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算
・ ヘッドアップティルト試験
・ 神経学的検査
・ 小児食物アレルギー負荷検査
・ 画像診断管理加算1
画像診断管理加算2

・ CT撮影及びMRI撮影
・ 冠動脈CT撮影加算
・ 乳房MRI撮影加算
・ 小児鎮静下MRI撮影加算
・ 抗悪性腫瘍剤処方管理加算
・ 外来化学療法加算1
・ 無菌製剤処理料
・ 心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）
・ 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
・ 運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
・ 呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
・ がん患者リハビリテーション料
・ 処置の休日加算１、時間外加算1、及び深夜加算1
・ 組織拡張器による再建手術（一連につき）
・ 緊急整復固定加算（骨折観血的手術）
・ 骨移植術（軟骨移植術を含む）（自家培養軟骨移植術に
限る）

・ 緊急挿入加算（人工骨頭挿入術）
・ 脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術
・ 流出路再建術（眼内法）
・ 水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術
・ 乳がんセンチネルリンパ節加算1及びセンチネルリンパ
節生検（併用）
乳がんセンチネルリンパ節加算2及びセンチネルリンパ
節生検（単独）

・ ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）
・ 食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）
・ 内視鏡下胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術
・ 胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）
・ 小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）
・ 結腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）
・ 腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）
・ 経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）
・ 経皮的中隔心筋焼灼術
・ ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リー
ドレスペースメーカー）
・ 両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び
両心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

・ 植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又
は皮下植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交
換術（その他のもの）及び経静脈電極抜去術

・ 両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静
脈電極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除
細動器交換術（経静脈電極の場合）

・ 大動脈バルーンパンピング法（IABP法）
・ 腹腔鏡下肝切除術
・ 腹腔鏡下膵腫瘍摘出術
・ 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術
・ 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術
・ 手術の休日加算1、時間外加算1及び深夜加算1
・ 輸血管理料Ⅰ
輸血適正使用加算

・ 人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算
・ 麻酔管理料（Ⅰ）
・ 病理診断管理加算2
・ 悪性腫瘍病理標本加算
酸素単価

【入院時食事療養に関する届出事項】
・ 入院時食事療養（Ⅰ）（食堂加算）

【保険外併用療養費に関する事項（選定療養）】
・ 特別の療養環境の提供
・ 200床以上の病院初診料
・ 入院期間が180日を超える入院に関する費用
・ 時間外診療

【保険外併用療養費に関する事項（評価療養）】
・ 治験に係る治療
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河北総合病院 分院　

【基本診療料に関する届出事項】
・ 一般病棟入院基本料（急性期一般入院料２）
・ 診療録管理体制加算１
・ 医師事務作業補助体制加算１（20：1）
・ 急性期看護補助体制加算１
夜間100：1急性期看護補助体制加算
夜間看護体制加算

・ 看護職員夜間12：1配置加算
・ 療養環境加算
・ 無菌治療室管理加算１
・ 医療安全対策加算２（医療安全対策連携加算）
・ 感染対策向上加算２（連携強化加算、サー
　ベイランス加算）

・ 病棟薬剤業務実施加算１
・ データ提出加算２（提出データ評価加算）
・ 入退院支援加算１（総合機能評価加算）
・ 認知症ケア加算３
・ せん妄ハイリスク患者ケア加算
・ 特定集中治療室管理料１
・ ハイケアユニット入院医療管理料１

【特掲診療料に関する届出事項】
・ 心臓ペースメーカー指導管理料の注5に規定
　する遠隔モニタリング加算
・ 糖尿病合併症管理料
・ がん性疼痛緩和指導管理料

・ 糖尿病透析予防指導管理料
・ ニコチン依存症管理料
・ 薬剤管理指導料
・ 医療機器安全管理料１
在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料
　の遠隔モニタリング加算
・ 画像診断管理加算１
・ 画像診断管理加算２
・ 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ）
・ 呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
・ がん患者リハビリテーション料
・ 人工腎臓（慢性維持透析を行った場合1）
導入期加算1

透析液水質確保加算
酸素単価

【入院時食事療養に関する届出事項】
・ 入院時食事療養（Ⅰ）（食堂加算）

【保険外併用療養費に関する事項】（選定療養）
・ 特別の療養環境の提供
・ 入院期間が180日を超える入院に関する費用

河北 サテライト クリニック　

【特掲診療料に関する届出事項】
・ 濾過胞再建術（needle法）
酸素単価

介護老人保健施設 シーダ・ウォーク　

【介護老人保健施設（施設入所）として】
・ （ユニット）介護保健施設（Ⅰ）在宅強化型
・ （在宅強化型）在宅復帰・在宅療養支援機
　能加算（Ⅱ）
・ サービス提供体制強化加算（Ⅰ）イ
・ 夜勤職員配置加算
・ ターミナルケア加算
・ 栄養マネジメント強化加算
・ 療養食加算
・ 褥瘡マネジメント加算（Ⅰ）（Ⅱ）
・ 介護職員処遇改善加算
・ 介護職員等特定処遇改善加算

【短期入所療養介護、介護予防短期入所  
 療養介護（ショートステイ）として】
・ （ユニット）介護保健施設（Ⅰ）在宅強化型
・ （在宅強化型）在宅復帰・在宅療養支援
 機能加算（Ⅱ）
・ サービス提供体制強化加算（Ⅰ）イ
・ 夜勤職員配置加算
・ 送迎加算
・ 療養食加算
・ 介護職員処遇改善加算
・ 介護職員等特定処遇改善加算

河北健診クリニック 

【基本診療料に関する届出事項】 
・ 明細書発行体制加算

河北透析クリニック

【基本診療料に関する届出事項】
・ 時間外対応加算２

【特掲診療料に関する届出事項】 
・ 人工腎臓（慢性維持透析をおこなった場合1）

・ 透析液水質確保加算
・ 慢性維持透析濾過加算
・ 導入期加算1
・ 下肢末梢静脈疾患指導管理加算
・ 心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅱ）
・ 糖尿病合併症管理科

【通所リハビリテーション、介護予防通所       
  リハビリテーション（デイケア）として】
・ 事業所規模区分・大規模（Ⅰ）
・ サービス提供体制強化加算（Ⅰ）イ
・ リハビリテーション提供体制加算
・ 入浴介助加算（Ⅰ）（Ⅱ）
・ リハビリテーションマネジメント加算
・  短期集中個別リハビリテーション実施
加算

・ 認知症短期集中リハビリテーション実施
加算

・ 生活行為向上リハビリテーション実施
加算
・ 栄養改善加算
・ 口腔機能向上加算
・ 中重度者ケア体制加算
・ 移行支援加算
・ 介護職員処遇改善加算
・ 介護職員等特定処遇改善加算

【訪問リハビリテーション、介護予防訪問
 リハビリテーションとして】
・ リハビリテーションマネジメント加算
・ 短期集中リハビリテーション実施加算
・ サービス提供体制強化加算（Ⅰ）
・ 移行支援加算

河北リハビリテーション病院　

【特定入院料に関する届出事項】
・ 回復期リハビリテーション病棟入院基本料1

【入院基本診療料に関する届出事項】
・ 臨床研修病院入院診療加算（協力型）
・ 診療録管理体制加算2
・ 患者サポート体制充実加算
・ 体制強化加算1
・ データ提出加算2
・ データ提出加算4
・ 提出データ評価加算

【特掲診療料に関する届出事項】
・ 薬剤管理指導料
・ 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
・ 運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
・ 廃用症候群リハビリテーション科（Ⅰ）

【入院時食事療養に関する届出事項】
・ 入院時食事療養（Ⅰ）（食堂加算）

河北ファミリークリニック南阿佐谷

【基本診療料に関する届出事項】
・ 時間外対応加算
・ 情報通信機器を用いた診療
   （オンライン診療料）
・ 機能強化加算
・ 在宅療養支援診療所1   

【特掲診療料に関する届出事項】
・ 小児科外来診療料
・ がん性疼痛緩和指導管理料
・ ニコチン依存症管理料
・ 禁煙治療補助システム指導管理加算
・ 在宅時医学総合管理料及び施設入居   
　時等医学総合管理料
・ 在宅がん医療総合診療料
・ 在宅緩和ケア充実診療所加算
・ 在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の         
　注2に規定する隔離モニタリング加算

河北訪問看護・リハビリステーション阿佐谷

【施設基準届出】 
・ 緊急時（介護予防）訪問看護加算/24　
時間対応体制加算

・ 特別管理加算

・ ターミナルケア加算/ターミナルケア
   療養費
・ サービス提供体制強化加算
・ 精神科訪問看護
・ 精神科複数回訪問加算
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あい介護老人保健施設

【介護老人保健施設（施設入所）として】
・ 介護保険施設（Ⅰ）在宅強化型
・ 夜間職員配置加算
・ サービス提供体制強化加算（Ⅰ）（Ⅱ）
・ リハビリテーションマネジメント計画　
　書情報加算
・ 安全対策体制加算
・ 科学的介護推進体制加算（Ⅰ）（Ⅱ）
・ 介護職員処遇改善加算
・ 介護職員等特定処遇改善加算
・ 在宅復帰・在宅療養支援機能加算（Ⅱ）
・ 短期集中リハビリテーション実施加算
・ 認知症短期集中リハビリテーション加算
・ 褥瘡マネジメント加算（Ⅰ）（Ⅱ）（Ⅲ）
・ 入所前後訪問指導加算（Ⅰ）（Ⅱ）
・ 入退所前連携加算（Ⅰ）（Ⅱ）
・ 栄養マネジメント強化加算
・ 経口移行加算
・ 口腔衛生管理加算
・ 療養食加算
・ かかりつけ医連携薬剤調整加算
・ 緊急時施設療養費・緊急時治療管理
・ 所定疾患施設療養費
・ 認知症ケア加算
・ 認知症専門ケア加算（Ⅰ）（Ⅱ）
・ 排泄支援加算（Ⅰ）（Ⅱ）（Ⅲ）（Ⅳ）
・ 自立支援促進加算
・ 外泊時費用
・ ターミナルケア加算

【短期入所療養介護・介護予防短期入所  
  療養介護（ショートステイ）として】
・ 介護保険施設（Ⅰ）在宅強化型
・ 夜間職員配置加算
・ サービス提供体制強化加算（Ⅰ）（Ⅱ）
・ 介護職員処遇改善加算
・ 介護職員等特定処遇改善加算
・ 在宅復帰・在宅療養支援機能加算（Ⅱ）
・ 個別リハビリテーション実施加算
・ 療養食加算
・ 認知症ケア加算
・ 認知症専門ケア加算（Ⅰ）（Ⅱ）
・ 緊急時施設療養費・緊急時治療管理
・ 重度療養管理加算
・ 緊急短期入所受入加算
・ 送迎加算
・ 総合医学管理加算

【通所リハビリテーション・介護予防通所
 リハビリテーション（デイケア）として】
・ サービス提供体制強化加算（Ⅰ）（Ⅱ）
・ 中重度者ケア体制加算
・ 科学的介護推進体制加算（Ⅰ）（Ⅱ）
・ 移行支援加算
・ 事業所評価加算
・ 介護職員処遇改善加算
・ 介護職員等特定処遇改善加算
・ 理学療法士等体制強化加算
・ リハビリテーション提供体制加算
・ 短期集中個別リハビリテーション実施
　加算
・ 認知症短期集中リハビリテーション実
　施加算
・ リハビリテーションマネジメント加算
・ 生活行為向上リハビリテーション実施
　加算
・ 入浴介助加算（Ⅰ）（Ⅱ）
・ 口腔機能向上加算
・ 栄養アセスメント加算
・ 栄養改善加算
・ 口腔・栄養スクリーニング加算
・ 重度療養管理加算
・ 選択的サービス複数実施加算

天本病院

【基本診療料に関する届出事項】 
・ 地域一般入院料3 36床
・ 看護配置加算
・ 看護補助加算
・ 診療録管理体制加算2
・ 療養環境加算
・ 医療安全対策加算２
  （医療安全対策地域連携加算2）
・ 後発医薬品使用体制加算1
・ 療養病棟入院基本料
・ 回復期リハビリテーション病棟入院1    
  48床
・ 体制強化加算
・ 地域包括ケア病棟入院料1 47床
・ 特殊疾患病棟入院料1 48床
・ 感染対策向上加算3（連携強化加算）
・ データ提出加算１・3
・ 認知症ケア加算１

【特掲診療に関する届出事項】 
・ 薬剤管理指導料
・ 在宅療養支援病院
・ 在宅時医学総合管理料、特定施設入 
  居時等医学総合管理料
・ ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
・ 脳血管疾患等リハビリテーション料 (Ⅰ)
・ 廃用症候群リハビリテーション科 (Ⅰ)
・ 運動器リハビリテーション料 (Ⅰ)
・ 呼吸器リハビリテーション料 (Ⅰ)
・ 超重症児（者）入院診療加算・準超重 
  症児（者）入院診療加算

【入院時食事療養に関する届出事項】
・ 入院時食事療養（Ⅰ）
・ 入院時生活療養（Ⅰ）

あいクリニック

【基本診療料に関する届出事項】 
・ 明細書発行体制等加算
・ 時間外対応加算 1
・ 夜間・早朝加算
・ 機能強化加算
・ 情報通信機器を用いた診療に係る基準

【特掲診療料に関する届出事項】 
・ 機能強化型在宅療養支援診療所
・ 在宅緩和ケア充実診療所
・ 地域包括診療料 1
・ 認知症地域包括診療料 1
・ ニコチン依存症管理料
・ 脳血管疾患等リハビリテーション料(III)
・ 在宅時医学総合管理料
・ 施設入居時等医学総合管理料
・ 包括的支援加算
・ 在宅がん医療総合診療料
・ コンピューター断層撮影(CT撮影)

あいクリニック平尾

【基本診療料に関する届出事項】 
・ 明細書発行体制等加算
・ 電子化加算
・ 機能強化加算
・ 情報通信機器を用いた診療に係る基準

【特掲診療料に関する届出事項】 
・ 在宅緩和ケア充実診療所
・ 在宅時医学総合管理料
・ 特定施設入居時等医学総合管理料
・ 在宅がん医療総合診療
・ 機能強化型在宅療養支援診療所

あいクリニック中沢

【基本診療料に関する届出事項】 
・ 明細書発行体制等加算
・ 情報通信機器を用いた診療に係る基準

【特掲診療料に関する届出事項】 
・ 機能強化型在宅療養支援診療所
・ 在宅緩和ケア充実診療所
・ 在宅時医学総合管理料
・ 施設入居時等医学総合管理料
・ 包括的支援加算
・ 在宅がん医療総合診療料
・ コンピューター断層撮影（ＣＴ撮影）
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施設・事業所案内地図／連絡先一覧 杉並エリア

JR

河北総合病院 〒166-8588　東京都杉並区阿佐谷北1-7-3
TEL.03-3339-2121

【 提携施設 】

河北総合病院 分院 〒166-0001　東京都杉並区阿佐谷北1-6-20
TEL.03-3339-0606

河北 サテライト クリニック 〒166-0001　東京都杉並区阿佐谷北1-3-12
TEL.03-3339-0808

河北リハビリテーション病院 〒166-0013　東京都杉並区堀ノ内1-9-27
TEL.03-5307-5151

介護老人保健施設
シーダ・ウォーク

〒167-0034　東京都杉並区桃井3-4-9
TEL.03-5311-6262

河北健診クリニック 〒166-0003　東京都杉並区高円寺4-27-12
　　　　　　　三井住友銀行高円寺ビル5階（受付）
TEL.03-5377-2511（予約）
　　 03-5377-2811（代表）

河北透析クリニック 〒166-0001　東京都杉並区阿佐谷北1-18-9
TEL.03-3336-2500

河北家庭医療学センター

河北ファミリークリニック南阿佐谷
河北訪問看護・リハビリステーション阿佐谷
暮らしの処方箋

〒166-0004　東京都杉並区阿佐谷南1-16-8
　　　　　　　ISM ASAGAYA

TEL.03-5913-7974（6階）
TEL.03-5356-7160（3～5階）
TEL.03-5913-7977（6階）
TEL.03-5913-9214（8階）

【 杉並区委託事業 】

医療法人社団　三成会
河北前田病院

〒167-0031　東京都杉並区本天沼1-2-1
TEL.03-3330-0384

地域包括支援センター
ケア24阿佐谷

〒166-0001　東京都杉並区阿佐谷北1-3-12
　　　　　　　欅ビルディングB館1階
TEL.03-3339-1588

河北居宅介護支援事業所
南阿佐谷

〒166-0004　東京都杉並区阿佐谷南1-16-8
　　　　　　　ISM ASAGAYA（6階）
TEL.03-5913-7038

地域包括支援センター
ケア24松ノ木

〒166-0014　東京都杉並区松ノ木3-3-4
TEL.03-3318-8530

荻窪消防署
桃井三丁目

バス停
「日産自動車前」 バス停

「荻窪警察署前」

青梅街道

Ｐ地下

介護老人保健施設
シーダ・ウォーク

QUEEN’S ISETAN
クイーンズイセタン

荻窪警察署前

善福寺川

至 青梅街道

中
杉
通
り三菱東京
UFJ銀行

世尊院

分院 本院新館

西館

南阿佐ヶ谷駅

阿佐ヶ谷駅

文

JR

セブンイレブン

河北 サテライト クリニック

河北透析クリニック

河北総合病院

杉並区委託事業　地域包括支援センター
ケア24阿佐谷

バス停

バス停

バス停

早稲田通り

医療法人社団　三成会
河北前田病院

バス停
日大通り

北口

河北総合病院 分院

バス停

バス停
高円寺駅JR

河北健診クリニック

中
杉
通
り

青梅街道 南阿佐ヶ谷駅
杉並区役所

みずほ銀行
阿佐谷中学校

バス停「杉並区役所」

河北家庭医療学センター
河北ファミリークリニック南阿佐谷

河北訪問看護・リハビリステーション阿佐谷
暮らしの処方箋

至 阿佐ヶ谷駅JR

バス停
「和田掘橋」

㈱トーシン

サトウ文房具 SATOU

和田掘公園

ジョナサン

善福寺川

大聖堂入口

方南通り

環
状
七
号
線

方南町交差点大宮八幡入口

バス停
「大宮八幡入口」

永
福
町
駅
北
口

商
店
街

堀ノ内橋本村橋

方南町駅

河北リハビリテーション病院

京王井の頭線
永福町駅

文

文

ジョナサン

杉並区保育室
ほりまつ

西京信金

×

バス停
「松の木」

梅里二丁目
青梅街道

五日市
街道

松ノ木三丁目

交番

杉並区委託事業　地域包括支援センター
ケア24松ノ木
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多摩・稲城エリア

【 多摩市中沢 】

●天本病院

●あい介護老人保健施設

●あいクリニック中沢
●ケアプランセンター
　あいクリニック中沢
●あい訪問看護ステーション
　中沢

●あいグループホーム天の川

●あい看護小規模多機能施設
　ほたる

〒206-0036　東京都多摩市中沢2-5-1
TEL.042-310-0333
〒206-0036　東京都多摩市中沢1-17-38
TEL.042-374-7111
〒206-0036　東京都多摩市中沢2-5-3
　　　　　　ゆいま～る中沢A棟1階
TEL.●042-311-2820
　　●042-311-0933
　　●042-311-2822

〒206-0036　東京都多摩市中沢2-5-3
　　　　　　　ゆいま～る中沢B棟2階
TEL.042-311-0176

〒206-0036　東京都多摩市中沢2-5-3
　　　　　　　ゆいま～る中沢B棟3階
TEL.042-357-1870

【 多摩市関戸 】

●あいフィットネスサロン
　さくら
●あい小規模多機能施設
　おきな（サテライト）

〒206-0011　東京都多摩市関戸1-2-11
　　　　　　スマイラス聖蹟桜ヶ丘1階
TEL.●042-311-5445
　　●042-311-5447

【 多摩市桜ヶ丘 】（多摩市委託事業）

●桜ヶ丘いきいき
　元気センター

〒206-0013　東京都多摩市桜ケ丘2-1-1
TEL.042-311-7300

【 多摩市貝取 】

●あいクリニック
●ケアプランセンター
　あいクリニック
●あい訪問看護ステーション

〒206-0012　東京都多摩市貝取1431-3
　　　　　　　あい在宅複合施設
TEL.●042-375-9581
　　●042-375-9598
　　●042-371-6888

【 稲城市平尾 】

●あいクリニック平尾
●ケアプランセンター
　あいクリニック平尾
●あい訪問看護ステーション
　平尾

〒206-0823　東京都稲城市平尾3-7-4
　　　　　　　コーシャハイム平尾1階
TEL.●042-350-5062 
　　●042-318-1826
　　●042-350-8615

【 多摩市聖ヶ丘 】

●あいグループホーム
　どんぐり

●あい小規模多機能施設
　かりん

〒206-0022　東京都多摩市聖ヶ丘2-21-2
　　　　　　　ゆいま～る聖ヶ丘C棟1階
TEL.042-357-3801

〒206-0022　東京都多摩市聖ヶ丘2-20-6
　　　　　　　ゆいま～る聖ヶ丘B棟1階
TEL.042-357-4101

【 多摩市永山 】

（多摩市委託事業）
●多摩市中部地域
　包括支援センター
●多摩市中部高齢者
　見守り相談窓口
●あい小規模多機能施設
　こもれび

〒206-0025　東京都多摩市永山4-2-5-105
TEL.042-375-0017

TEL.042-357-8877

〒206-0025 東京都多摩市永山3-12-1
 多摩市西永山福祉施設
TEL.042-400-1071

●あいフィットネスサロンさくら
●あい小規模多機能施設おきな（サテライト）

【多摩市関戸】
●桜ヶ丘いきいき元気センター
【多摩市桜ヶ丘】（多摩市委託事業）

●あいグループホームどんぐり
●あい小規模多機能施設かりん

【多摩市聖ヶ丘】

●あい小規模多機能施設こもれび
【多摩市永山】

●あいクリニック
●ケアプランセンターあいクリニック
●あい訪問看護ステーション

【多摩市貝取】

●あいクリニック平尾
●ケアプランセンターあいクリニック平尾
●あい訪問看護ステーション平尾

【稲城市平尾】

●天本病院
●あい介護老人保健施設
●あいクリニック中沢
●ケアプランセンターあいクリニック中沢
●あい訪問看護ステーション中沢
●あいグループホーム天の川
●あい看護小規模多機能施設ほたる

【多摩市中沢】

●多摩市中部地域包括支援センター
●多摩市中部高齢者見守り相談窓口

【多摩市永山】（多摩市委託事業）
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■初期研修医／佐々木 友里香／日本内科学会医学生・研修医の日本内科学会ことはじめ2021東京／心臓限局性サルコイドーシスに縦隔原発精上皮腫を合併した1例

■腎臓内科／岩淵 英晟、石藤 智子、岡井 隆広／第95回日本感染症学会学術講演会／COVID-19肺炎と非COVID-19肺炎の患者背景の比較および臨床的特徴の検討
■腎臓内科／岩淵 英晟、石藤 智子、岡井 隆広／第95回日本感染症学会学術講演会／低酸素血症を有さないCOVID-19と低酸素血症を有するCOVID-19の患者背景の比較および臨
床的特徴の検討

■耳鼻いんこう科／篠原 宏、清水 啓成、中野 光花、松本 祐磨、高田 由香／第122回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会／Pierre Robin sequence症例
■神経内科／Yamamura T, Araki M, Okuno T, Misu T, Guo YC, Hemingway C, Matsushita J, Sugaya N, Yamashita M, Von Büdingen HC, Miyamoto K／第62回日本
神経学会学術集会／Exploring steroid tapering in NMOSD patients treated with satralizumab in the open-label extension period of SAkuraSky: a case series

■神経内科／Araki M, Palace J, Kleiter I, Traboulsee A, Yamamura T, Patti F, Stokmaier D, Klingelschmitt G, Kuenzel T, Von Büdingen HC, Benett JL／第62回日本
神経学会学術集会／Effect of satralizumab on relapse severity in neuromyelitis optica spectrum disorder (NMOSD)

■糖尿病・内分泌代謝内科／秋山 義隆、吉田 勢津子／第64回日本糖尿病学会年次学術総会／当院におけるケトアシドーシス、ケトーシス、高血糖高浸透圧症候群による入院患者の解析
　COVID-19前後の比較

■河北ファミリークリニック南阿佐谷／山下 洋充／第12回日本プライマリ・ケア連合学会学術集会／学会企画「性の多様性と医療について学んで、語ろう！」
■河北ファミリークリニック南阿佐谷／山下 洋充／第12回日本プライマリ・ケア連合学会学術集会／教育講演「多様なセクシュアリティを支援できるプライマリ・ケア医になるために」
■河北訪問看護・リハビリステーション阿佐谷（訪問看護）／加藤 早里佳／第12回日本プライマリ・ケア連合学会学術集会／インタレストグループ「マイノリティとの向き合い方～実は陰
性感情とのバトル？こんな時あなたはどうしますか？～」

■産婦人科／古川 誠志／第37回日本産婦人科感染症学会学術会／Ａ群溶連菌感染症の診断と管理法
■小児科／勝盛 宏／第37回日本小児臨床アレルギー学会／病院小児科医が関わる医療・福祉・教育連携と院外活動の現状～発達障害の場合

■腎臓内科／銭谷 慕子、根岸 康介、鈴切 恒平、須藤 裕嗣、林 松彦、岡井 隆広／第66回日本透析医学会学術集会・総会／抗菌薬関連脳症により意識障害をきたした維持血液透析患者の3例
■腎臓内科／増田 佳奈子、林 松彦、岡井 隆広、根岸 康介、須藤 裕嗣、銭谷 慕子、鈴切 恒平／第66回日本透析医学会学術集会・総会／単純血漿交換（PE）を行った血栓性微小血管症
（TMA）患者の臨床背景と治療経過
■腎臓内科／麻生 満広、根岸 康介、銭谷 慕子、鈴切 恒平、須藤 裕嗣、岡井 隆広、林 松彦／第66回日本透析医学会学術集会・総会／機械弁置換後の7年後に透析導入し、抗凝固剤を
中止したが、その5年後に高度狭窄を認めたため再置換術に至った一例
■天本病院地域認知症支援センター／曽谷 真由美／日本認知症ケア学会 第22回大会／パーソン・センタードな視点から実施するWeb研修会の効果～アンケート調査から第一報～
■河北リハビリテーション病院セラピー部／鈴木 彩子／第58回日本リハビリテーション医学会学術集会／転倒恐怖感に着目したPusher減少の新評価法の開発と基準関連妥当性の検討
■河北リハビリテーション病院セラピー部／阿部 有純、長谷川 陽香、佐藤 百合／第17回東京都作業療法学会／中途資格障害を呈した患者に対し、生活動作訓練をし自宅生活を再開し
た事例
■耳鼻いんこう科／篠原 宏、清水 啓成、中野 光花、高田 由香、松本 祐磨／第83回耳鼻咽喉科臨床学会 総会・学術講演会／爆発物テロによって生じたアブミ骨骨折症例
■産婦人科／Kei Ameda, Yoko Yamada, Yuriko Uehara, Tamami Ohno, Mari Hoya, Hiroko Oda, and Misako Mishima／Case Reports in Obstetrics and 
Gynecology, vol.2021,Article ID 9980015, 5pages,2021／A Streptococcal Toxic Shock Syndrome after a Routine Gynecological Procedure

■看護統括部／後藤 順一／日本クリティカルケア第17回看護学会学術集会／将来構想委員会発表「特定行為研修を修了した看護師の就労環境に関する実態調査」
■河北総合病院リハビリテーション科／小松 桂子／第29回日本乳癌学会学術総会／当院での高齢者乳がんに対するリハビリテーションの介入について
■乳腺外科／安田 秀光／第29回日本乳癌学会学術総会／触知困難な微小乳房病変の部分切除における超音波の有用性
■乳腺外科／松本 華英／第29回日本乳癌学会学術総会／男性乳輪下膿瘍の6例
■産婦人科／古川 誠志／第57回日本周産期・新生児医学会学術集会／地域周産期医療から見た遠隔診療の在り方　モデル事業の提示
■産婦人科／高橋 光里、上原 ゆり子、小田 紘子、保谷 茉莉、大野 珠美、山田 陽子、三島 みさ子／東京産科婦人科学会会誌　70巻3号ｐ474-478／妊娠を契機に再発した両側卵巣
漿液粘液性境界悪性腫瘍の1例

■天本病院 リハビリテーション科／菅沼 亜耶乃、梶原 佑香／日本嚥下摂食リハビリテーション学会第 26・27 回合同学術大会／回復期リハ脳卒中患者における口腔清掃自立度別の口
腔衛生状態・接触嚥下機能の比較検討

■河北リハビリテーション病院栄養科、セラピー部／萩原 里依、月館 慧美、猪瀬 恵子、佐野 純子、平野 祐紀、竹田 拓未、宮村 紘平／日本嚥下摂食リハビリテーション学会第 26・27 回
合同学術大会／河北パワー食の導入について

■河北リハビリテーション病院セラピー部／落合 克典、大澤 智恵子／第62回全日本病院学会in岡山／医療と地域をつなぐICFを主体とした情報共有シートの作成とその活用
■脳神経外科／齋藤 浩史、比嘉 隆、北島 静、武田 信昭／第20回NPO法人日本脳神経血管内治療学会関東地方会学術集会／超高齢者・破裂急性期にステント併用コイル塞栓術で良
好な治療結果が得られた1例

■消化器外科／梅谷 直亨／臨床雑誌外科≪月刊≫COVID-19下の外科診療(Vol.83 No.9)2021年8月号／地域中核病院の取り組み
■耳鼻いんこう科／中野 光花、篠原 宏、清水 啓成／Otology Japan 31(4)：465-471, 2021／125耳のcochlin-tomoprotein(CTP)検査陽性率

■あい介護老人保健施設　デイケア科／石川 達也／第42回全国デイ・ケア研究大会2020～2021in倉敷／デイケアにおける“WELシステム”と運営
■消化器内科／内原 直樹／第366回日本消化器病学会関東支部例会／潰瘍性大腸炎と鑑別を要した好酸球性胃腸炎の一例
■腎臓内科／有川 滋久、鈴切 恒平、銭谷 慕子、須藤 裕嗣、根岸 康介、林 松彦、岡井 隆広／第51回日本腎臓学会東部学術大会／SLEとの鑑別に苦慮したが、腎病理が血栓性微小血管
症様を呈し診断に至ったTAFRO症候群の一例

■腎臓内科／鈴切 恒平、銭谷 慕子、須藤 裕嗣、根岸 康介、岡井 隆広、林 松彦／第51回日本腎臓学会東部学術大会／STEC陰性HUSのMAHAと血小板減少に対して血漿交換が奏功
した一例

■1河北総合病院薬剤部、2 東京大学医科学研究所附属病院薬剤部、3NTT 東日本関東病院薬剤部、4河北総合病院消化器外科／流石 智恵子1、石橋 正祥2、小暮 宗介1、原澤 秀樹1、
折井 孝男3、梅谷 直亨4／第31回日本医療薬学会年会／がん化学療法による B 型肝炎再活性化予防に対するシステムの構築と活用のための PBPM

■河北リハビリテーション病院薬剤科／木村 早希、鬼澤 ひかり、渡邉 幸子／第31回日本医療薬学会年会／回復期リハビリテーション病院におけるポリファーマシー対策に向けての現状
調査

■乳腺外科／安田 秀光／第47回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会／5mm以下の乳癌4症例と過去に5mm以下の腫瘤として描出された乳癌4症例
■神経内科／Yamamura T, Araki M, Fujihara K, Okuno T, Misu T, Guo YC, Hemingway C, Matsushima J, Sugaya N, Yamashita M, von Büdingen HC, Miyamoto K
／ECTRIMS 2021／Exploring steroid tapering in NMOSD patients treated with satralizumab in the open-label extension period of SAkuraSky: a case series

■循環器内科／片野皓介／第58回CVIT関東甲信越地方会／エベロリムス薬剤溶出性ステント留置2年後にCOVID-19に感染し、超遅発性ステント血栓症を発症した1例
■病理診断科／Rikuo Machinami, Yoshiya Sugiura, Kengo Takeuchi, Kimie Nomura, Tabu Gokita, Hiroaki Knada／International Skeletal Society 2021 Virtual 
Annual Meeting／Glomus tumor of the right proximal radius

■薬剤科／秋本 未央／第68回日本化学療法学会東日本支部総会／バンコマイシンのトラフ1点から求めたAUC/MICとトラフの関連性と効果・副作用の検討
■神経内科／Araki M, Greenberg B, Bennett J, de Seze J, Kleiter I, Szczechowski L, Fox E, Weinshenker B, Von Büdingen HC, Stokmaier D, Klingelschmitt G, 
Weber K, Costantino C, Traboulsee A, Yamamura T／第39回日本神経治療学会学術集会／Lomg-term efficacy of satralizumab in patients with NMOSD in the 
SAkura studies

■河北ファミリークリニック南阿佐谷／土屋 杏平／第10回日本プライマリ・ケア連合学会・関東甲信越ブロック地方会／亜急性甲状腺炎を契機に診断となったACTH単独欠損症の1例
■産婦人科／Kenbun Sone, F.I, A.T, M.H, M.I, Y.M, T.M, Tamami Ohno, T.I, M.U, T.T, Misako Mishima and Yutaka Osuga／Clinical Case Reports volume 9 issue 10. 
10.1002/ccr3.4905／A Case of Difficult-to-Diagnose Non-invasive Papillary Squamous Cell Carcinoma of the Uterine Cervix infected with human papilloma 
virus 6: A Diagnostic Pitfall
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■産婦人科／保谷 茉莉、大野 珠美、上原 ゆり子、三島 みさ子／第14回日本早産学会学術集会／分娩2次施設である当院で導入した子宮頚管ペッサリー症例の転帰と使用の実際 
■シーダ・ウォーク／高瀬 真理／リハビリテーション・ケア合同研究大会／介護老人保健施設における「フロアリハビリ」の活動～当施設の介護職員アンケート調査から見えたもの～
■河北リハビリテーション病院セラピー部／竹田 拓未／第40回東京都理学療法学術大会／頚髄症患者に対し運動イメージと運動療法の併用したことで、短期間で動作介助量が軽減し
た一例 
■消化器内視鏡診断・治療科／成田 裕也、木下 清香、黒沢 靖子、谷村 勇多、川村 奏響、金田 洋輔、熊澤 慶子、鳥谷 華蓮、花島 早苗、谷道 清隆、山下 浩子／第38回関東消化器内視鏡
技師学会／胃瘻造設前に内視鏡下嚥下機能検査と上部消化管内視鏡検査を実施する有用性 

■心臓血管外科／新井 悟、猪口 正孝、尾﨑 治夫／第49回日本救急医学会総会・学術集会／ラストマイルの救急・災害医療体制について 
■消化器内科／山下 浩子／JDDW2021／急性下部消化管出血に対する緊急大腸内視鏡検査を施行した症例についての検討 
■看護統括部、シーダ・ウォーク／永池 京子、永田 あゆみ／日本看護学術集会／新卒看護師の職場適応を支援する要素の抽出ー職場適応過程で抱いた新卒看護師の思いからー
■河北訪問看護・リハビリステーション阿佐谷（訪問看護）／船浪 紀子／第3回日本在宅医療連合学会大会／怒りをぶつけ合う夫婦が「お別れ」に時間を要したことについて
■河北ファミリークリニック南阿佐谷／山下 洋充／日本プライマリ・ケア連合学会第34回近畿地方会／特別講演：多様なセクシュアリティを支援できるプライマリ・ケア医になるために. 
■循環器内科／Kosuke Katano, Nozomi Fuse, Yoshitaka Asano, Kimihiro Osada, Akira Miyabe, Ryuma Ishihara, Atsushi Tosaka, Yuriko Satoh, Masako Maeda, 
Taisuke Mizumura, Akio Oshima, Toshitake Tamamura, Yoichi Sugimura／Case Reports in Critical Care, vol. 2021, Article ID 8083731, 6 pages, 2021.／
Osmotic Demyelination Syndrome due to Rhabdomyolysis and Hyperosmolar Hyperglycemic Syndrome following Cardiogenic Shock 

■河北訪問看護・リハビリステーション阿佐谷（訪問看護）／秋山 美都里／第45回日本死の臨床研究会年次大会／家族が本人の生きたい気持ちを支えるための看護～スピリチュアルペ
インの理解を通じて～
■河北リハビリテーション病院セラピー部／宮邊 龍馬、柄澤 伊吹／第10回日本理学療法教育学会学術大会／回復期病院理学療法部門ユニット運営におけるチームマネジメントを行い
CSSNSの結果から得られた今後の課題

■乳腺外科／松本 貴恵／第17回日本乳癌学会関東地方会／急速な経過を辿った高齢者 malignant spindle cell tumor の一例
■あい訪問看護ステーション／岸野 美由紀／第46回日本重症心身障害学会学術集会／青年期重症心身障害者のアドバンス・ケア・プランニング
■河北総合病院リハビリテーション科／佐川 祐樹／第8回日本スポーツ理学療法学会学術大会／慢性足関節不安定症を有する若年成人の片脚側方ドロップジャンプ着地時の足圧中心
の位置と変位の特徴
■消化器内科／種村 光／日本内科学会第674回関東地方会／両側副腎腫大を呈し、診断と治療適応に苦慮した副腎悪性リンパ腫の一例
■消化器外科／北川 祐資、高瀬 布未果、勝野 暁、田村 徳康、原田 聡子、濱崎 俊輔、町田 拓、中西 彬人、阿美 克典、梅谷 直亨／癌と化学療法(0385-0684)48巻13号 
Page1758-1760(2021.12)／消化器癌化学療法中に発症したPneumocystis Jirovecii Pneumoniaの2例

■神経内科／荒木 学／Clinical Neuroscience（月刊 臨床神経科学）2021; 39: 1470-1. 中外医学社／モノクローナル抗体とは
■神経内科／荒木 学／神経眼科 2021; 38: 348-56／NMOSDにおける抗IL-6受容体抗体 サトラリズマブ・トシリズマブの臨床について

■糖尿病・内分泌代謝内科／飯田 翔馬、秋山 義隆、水野 文裕、島田 高幸、横山 陽一、吉田 勢津子／日本糖尿病学会第59回関東甲信越地方会／AKAとDKAの鑑別が困難であった
SGLT2阻害薬使用１型糖尿病の一例

■河北総合病院リハビリテーション科／大澤 智貴／第10回東京都理学療法士協会区西南部区西部ブロック学術集会／左内側半月板損傷縫合術後患者の膝機能解剖に基づく、降段動
作自立までの理学療法介入

■河北総合病院リハビリテーション科／加藤 冬樹／第10回東京都理学療法士協会区西南部区西部ブロック学術集会／末期心不全患者への緩和ケアにおいて、理学療法士としてQOL改
善を目指した症例

■河北総合病院リハビリテーション科／森 千明／第10回東京都理学療法士協会区西南部区西部ブロック学術集会／急速な経過を辿り、 人工呼吸器装着下で自宅退院を目指した 筋萎
縮性側索硬化症患者の退院支援について

■河北総合病院リハビリテーション科／新井 ひより／第10回東京都理学療法士協会区西南部区西部ブロック学術集会／重度僧帽弁閉鎖不全症による呼吸状態悪化から人工呼吸器管
理となった症例-ＦＳＳ-.ＩＣＵに着目し転帰先を検討した症例-

■河北総合病院リハビリテーション科／迫 理緒／第10回東京都理学療法士協会区西南部区西部ブロック学術集会／高次脳機能障害を呈した症例に対し多職種で連携し理学療法的視
点から介入を行った症例

■河北訪問看護・リハビリステーション阿佐谷（訪問リハビリ）／高林 未知枝／第10回東京都理学療法士協会区西南部区西部ブロック学術集会／新型コロナウィルス感染症の後遺症に
より、屋外歩行に不安を持ちながら退院した訪問リハビリの1例
■河北リハビリテーション病院セラピー部／稲垣 京司／第10回東京都理学療法士協会区西南部区西部ブロック学術集会／新型コロナ肺炎発症後に廃用症候群を呈し、回復期病院にて
酸素療法を併用した1例

■河北リハビリテーション病院セラピー部／広司 悠花／第10回東京都理学療法士協会区西南部区西部ブロック学術集会／恥坐骨骨折を生じた症例に対して正のフードバックを用いて
病棟ADLへ反映を目指した症例

■河北リハビリテーション病院セラピー部／稲垣 那菜／第10回東京都理学療法士協会区西南部区西部ブロック学術集会／ラクナ梗塞発症後、はさみ足様歩行を呈した症例
■河北リハビリテーション病院セラピー部／松居 千夏／第10回東京都理学療法士協会区西南部区西部ブロック学術集会／延髄概則損傷後にLateropulsionを呈した症例に対する介入
■河北リハビリテーション病院セラピー部／峰 奈穂／第10回東京都理学療法士協会区西南部区西部ブロック学術集会／複数の内科的疾患により 入院期間が長期となった患者に対し
て 新しい生活様式を提案した症例
■天本病院 リハビリテーション科／宗像 将希／第9回東京都理学療法士協会西多摩南多摩ブロック学術集会／右視床梗塞後、自宅退院を目標にフリーハンド歩行獲得を目指した症例
■河北リハビリテーション病院／Shoji Kinoshita, Masahiro Abo, Takatsugu Okamoto, and Kohei Miyamura／Frontiers in Neurology／Transitional and long-term care 
system in Japan and current challenges for stroke patient rehabilitation

■病理診断科／大井手 慶、町並 陸生、水村 泰祐／診断病理　2022; 39(1): 50-55／食道癌により肺動脈腫瘍塞栓症および肺腫瘍血栓性微小血管症を生じた1剖検例

■看護統括部／小澤 一輝／回復期リハビリテーション病棟協会 第39回 研究大会 in 東京／回復期リハビリテーション病院における速乾性手指消毒剤による手指衛生の遵守率向上へ
の取り組み
■初期研修医／田中 樹里／日本内科学会第675回関東地方会／ACSを発症した潜在性甲状腺機能低下症を合併した家族性高コレステロール血症の一例
■消化器内科／飯田 翔馬／日本内科学会第675回関東地方会／腹腔内遊離ガスと腹水を伴う腸管嚢胞状気腫症に対し保存加療しえた一例
■産婦人科／衣川 元章、大橋 昌尚、稲岡 直子、大野 珠美、上原 ゆり子、山田 陽子、古川 誠志、三島 みさ子／第400回東京産科婦人科学会例会／日本人とネパール人のHFD児発症に
関連する母体因子

■産婦人科／大野 珠美、稲岡 直子、三島 みさ子、衣川 元章、上原 ゆり子、大橋 昌尚、山田 陽子、古川 誠志／杉並区医師会学術発表会／当院で経験した陰唇癒着の5例
■薬剤科／河原 絵梨、小暮 宗介、高畠 啓輔、原澤 秀樹／第16回東京都病院学会／産婦人科病棟における、ネパール人患者への介入
■薬剤科／高畠 啓輔、小沢 花慧、土屋 香菜、小暮 宗介、原澤 秀樹／第16回東京都病院学会／医薬品充填照合システムの導入
■看護統括部／八木 裕実子、片山 真樹子／第16回東京都病院学会／もの忘れ外来における家族指導のあり方の検討
■消化器外科／北川 祐資、田村 徳康、勝野 暁、梅谷 直亨、阿美 克典／臨床外科(0386-9857)77巻2号 Page227-230(2022.02)／根治切除から5年後に,多発骨格筋転移で再発し
た胃低分化腺癌の1例

■循環器内科／内原 直樹、井藤 葉子／日本内科学会第676回関東地方会／肺癌の心筋転移により冠動脈の外的狭窄を来し急性心筋梗塞を発症した1例
■薬剤科／原澤 秀樹、小林 英文、田口 真帆、小林 悟、阿部 博、黒田 哲弘／日本薬学会第142年会／日本人成人の血漿中EPA/AA 5年間の啓発・啓蒙活動による変動
■耳鼻いんこう科／篠原 宏、清水 啓成、中野 光花／耳鼻咽喉科臨床115(3)：219-222, 2022／くしゃみによって生じた眼科気腫例
■神経内科／Yamamura T, Araki M, Fujihara K, Okuno T, Misu T, Guo YC, Hemingway C, Matsushima J, Sugaya N, Yamashita M, von Büdingen HC, Miyamoto K／
Mult Scler Relat Disord 2022; published: March 24, 2022／Exploring steroid tapering in patients with neuromyelitis optica spectrum disorder treated with 
satralizumab in SAkuraSky: a case series

■耳鼻いんこう科／高田 由香、松本 祐磨、篠原 宏、中野 光花、清水 啓成／口腔・咽頭科35(1)：89-94, 2022／咽頭異物症例
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年間イベント2021
地域住民・
患者さん向け
勉強会・セミナー
・主催イベント" 

地域医療・介護・
その他連携

財団の出来事
(職員向けイベント含)

COVID-19
対応

地域イベントへ
参加・協賛

■お花見（河北リハビリテーション病院）

杉並事業部

■広報誌「あっぱれ」春号発行

多摩事業部

■河北家庭医療学センター全体会開催

■入社式 

杉並事業部

■ケアプランセンターあいクリニック中沢開設
■あいフレイル予防センター開設

多摩事業部

■広報誌No.86「しぐま」発行

杉並事業部

■天本病院ニュースレター発行

多摩事業部

■東京都/回復期支援病院として病態に応じた
患者転院受入れ受託（天本病院）

■発熱外来開始
（あいクリニック・あいクリニック中沢）

多摩事業部

■広報誌No.172「かわぴたる」発行
■web河北健康教室 Lesson.11
「なにが違うの？ジェネリック医薬品」
■鯉のぼり（河北リハビリテーション病院）

杉並事業部

■秋田大学大学院医学系研究科　
総合診療・検査診断学講座
（河北ファミリークリニック南阿佐谷）
■第36回杉並心臓病カンファランス

杉並事業部

■杉並区民向けワクチン接種開始
（外部会場）

■新型コロナウィルス検査NEAR法導入
（河北総合病院・分院）

杉並事業部

■web河北健康教室 Lesson.12「おとなのワクチン」
■web河北健康教室 Lesson.13「コロナ禍でも足と腰を鍛えましょう」
■てるてるぼうず作成（河北リハビリテーション病院）

杉並事業部

■共催認知症カフェ「からきだ匠カフェ」

多摩事業部

■財団特別表彰授与式

杉並事業部

■広報誌No.87「しぐま」発行
■WEB病診連携会
■教育ST事業　訪問看護ステーションのリハビリ
（河北訪問看護・リハビリステーション阿佐谷）
■特養さんじゅ阿佐谷と嘱託医契約締結
（河北ファミリークリニック南阿佐谷）

杉並事業部

■新型コロナワクチン接種開始
（河北ファミリークリニック南阿佐谷）

杉並事業部

■ホウカンTOKYO主催 在宅医療研究会
「その人らしい過ごし方を支える家庭医療
～家庭医療の視点から見る在宅ケア～」
（河北ファミリークリニック南阿佐谷）

杉並事業部

広報誌「あっぱれ」春号

杉並区民向けワクチン接種開始（外部会場）

WEB病診連携会

4月

5月

6月
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■広報誌No.173「かわぴたる」発行
■七夕イベント
（河北リハビリテーション病院）

杉並事業部

■広報誌「あっぱれ」夏号発行
■体力測定会（あいフレイル予防センター）

多摩事業部

■慰霊祭

多摩事業部

■杉並区地域医療連携セミナー
■心腎症候群WEBセミナー

杉並事業部

■天本病院ニュースレター発行

多摩事業部

■ホウカン東京コミュニティナース実践講座
（協賛：河北ファミリークリニック南阿佐谷）

杉並事業部

■コロナワクチン接種１回目外来開始
（天本病院）

多摩事業部

■web河北健康教室 Lesson.14
「日本人に一番多い病気 高血圧」
■web河北健康教室 Lesson.15
「靴の選び方～フットケアの視点から～」
■夏祭り（河北リハビリテーション病院）

杉並事業部

■【オンライン上映会】
映画『ピア～まちをつなぐもの～』

■体力測定会（あいフレイル予防センター）

多摩事業部 ■「古着 de ワクチン」参加
（河北ファミリークリニック南阿佐谷）

杉並事業部

■広報誌No.88「しぐま」発行
■第37回杉並心臓病カンファランス

杉並事業部

■新規入院患者の適応者へ抗体カクテル療法
開始（河北総合病院・分院）

■COVID専用病棟12床増床（河北総合病院）

杉並事業部

■院内PCR運用開始（天本病院）
■コロナワクチン接種2回目外来開始
（天本病院）

多摩事業部

■広報誌No.174「かわぴたる」発行

杉並事業部

■認知症はじめて教室ニュースレター発行（ケア編・サービス編）

多摩事業部

■事例・研究発表大会

多摩事業部

■医師・看護師・薬剤師のための在宅ケアセミナー
■地域医療フォーラム in 杉並　
～大腸内視鏡検査に欠かせない排便ケアを含めて～

杉並事業部

■ケア 24 主催「みま～も杉並」ネットワークに協賛団体として登録
（河北ファミリークリニック南阿佐谷）
■杉並医療連携セミナー：医師・看護師・薬剤師のための在宅ケアセミ
ナー 講演：在宅医療における感染対策、どうしてますか？
（河北ファミリークリニック南阿佐谷）

杉並事業部

■多摩市健康まちづくりシンポジウム オンライン2021

多摩事業部

■臨時小児科発熱外来開始（河北サテライト クリニック）
■唾液によるPCR検査・軽症患者への訪問診療開始
（河北ファミリークリニック南阿佐谷）
■ワクチン接種会場へスタッフ派遣（河北リハビリテーション病院）

杉並事業部

■コロナワクチン接種１回目入院患者開始（天本病院）
■コロナワクチン接種2回目入院患者開始（天本病院）
■多摩市/病床確保のための転院支援事業受託（天本病院）

多摩事業部

七夕イベント（河北リハビリテーション病院）

慰霊祭

事例・研究発表大会

かわぴたる

7月

8月

9月
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■web河北健康教室 Lesson.16 脳トレーニング
■運動会（河北リハビリテーション病院）

杉並事業部

■広報誌「あっぱれ」秋号発行
■認知症はじめて教室ニュースレター発行（医療編）
■共催認知症カフェ「からきだ匠カフェ」

多摩事業部

■医師事務作業補助者研修修了式
■Instagram開始
■介護ソフト入れ替え　
訪問看護版電子カルテに特化した初のオン
ライン入力システムの導入
（河北訪問看護・リハビリステーション阿佐谷）

杉並事業部

■下期全体朝礼

多摩事業部

■広報誌No.89「しぐま」発行

杉並事業部

■ケア24松ノ木ケアマネ連絡会

杉並事業部

■青空TFPP

多摩事業部

■一部一般患者受入（河北総合病院）
■SMS による PCR 検査結果報告開始
（河北ファミリークリニック南阿佐谷）

杉並事業部

■広報誌No.175「かわぴたる」発行
■地域の人と考える
「around 杉並健康ライフ 2021」トークライブ開催

■web河北健康教室 Lesson.17 
口腔ケア ～コロナ禍における歯科治療～
■web河北健康教室 Lesson.18 気胸

杉並事業部

■共催認知症カフェ「からきだ匠カフェ」
■体力測定会（あいフレイル予防センター）
■あい介護老人保健施設秋祭り

多摩事業部

■整形外科疾患地域連携講演会
■第38回杉並心臓病カンファランス

杉並事業部

■杉並第一小学校授業
「あさがや すてきはっけん」協力

杉並事業部

■多摩市老人クラブ連合会体力測定会

多摩事業部

■一部一般患者受入（河北総合病院分院）

杉並事業部

医師事務作業補助者研修修了式

あい介護老人保健施設秋祭り

多摩市老人クラブ連合会体力測定会杉並第一小学校授業協力

青空TFPP

■河北医療財団のスタッフへのサンキュー
～恕をみんなに伝えよう～

杉並事業部

■あいセーフティネット　
ビジュアル
アイデンティ規定
■オンライン
職員交流会

多摩事業部

10月

11月
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■web河北健康教室 Lesson.19-1 
肺炎と肺炎予防

■web河北健康教室 Lesson.19-2 
ウイルス感染と肺炎
■web河北健康教室 Lesson.19-3 
河北総合病院でおこなっているCOVID-19
の取り組み
■web河北健康教室 Lesson.20 
のど仏を鍛えて誤嚥性肺炎を予防
■クリスマスイベント
（河北リハビリテーション病院）

杉並事業部

■【オンライン上映会】
映画『ピア～まちをつなぐもの～』

■【動画配信】
物語でわかる！在宅医療
「この場所で、自分らしく、これからも」
■共催認知症カフェ「からきだ匠カフェ」

多摩事業部

■河北総合病院 自衛消防訓練

杉並事業部

■オンライン職員交流会
■新人事制度構築意見交換会

多摩事業部

■広報誌No.90「しぐま」発行
■教育ST事業歯科セミナー
（河北訪問看護・リハビリステーション阿佐谷）
■教育ST事業フットケアセミナー
（河北訪問看護・リハビリステーション阿佐谷）
■東京都訪問看護推進総合事業 　
訪問看護ステーション管理者・指導者育成
研修「危機管理」

杉並事業部

■あいクリニック中沢無料送迎バス開始

多摩事業部

■広報誌No.176「かわぴたる」発行
■web河北健康教室 Lesson.21 
MRI検査のご案内

■web河北健康教室 Lesson.22 
原因不明な病気 リウマチと膠原病

■獅子舞
（河北リハビリテーション病院）

杉並事業部

■広報誌「あっぱれ」新春号発行
■在宅医療ハンドブック発行
■共催認知症カフェ「からきだ匠カフェ」
■体力測定会
（あいフレイル予防センター）

多摩事業部

■電子カルテ総入替開始（シーダ・ウォーク以外）

杉並事業部

■年頭全体朝礼
■オンライン職員交流会

多摩事業部

■教育ST事業ストーマセミナー
（河北訪問看護・リハビリステーション阿佐谷）
■教育ST事業新任訪問看護師交流会
（河北訪問看護・リハビリステーション阿佐谷）
■教育ST事業臨床推論セミナー
（河北訪問看護・リハビリステーション阿佐谷）
■New循環器疾患治療セミナー
■第1回在宅医療地域ケア会議web開催
「コロナ禍における医療介護連携」
（河北ファミリークリニック南阿佐谷）

杉並事業部

■再CVOID専用病床へ
（河北総合病院）
■かかりつけのみ電話再診と処方箋の郵送開始
（河北総合病院・分院）
■「経口治療薬」をおこなう医療機関として登録
（河北ファミリークリニック南阿佐谷）
■モルヌピラビル（ラゲブリオ）（治療薬）対応開始
（河北総合病院・分院）

杉並事業部

■天本病院 非常事態宣言
■クラスター発生により入院受入停止
（天本病院）
■あいクリニック　
自宅療養者への健康観察等支援事業協力実施
■あいクリニック　
院内PCR機導入

多摩事業部

河北総合病院 自衛消防訓練

杉並第一小学校主催「命の授業」

年頭全体朝礼

からきだ匠カフェ

■発熱外来開設/多摩市休日輪番（天本病院）

多摩事業部

■杉並第一小学校主催「命の授業」

杉並事業部

■多摩市50周年物語「天本宏」編動画公開

多摩事業部

12月

1月
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■web河北健康教室 Lesson.23 
脂肪肝ってなあに？

■web河北健康教室 Lesson.24 
座ってできる筋力トレーニング

■節分（河北リハビリテーション病院）

杉並事業部

■共催認知症カフェ「からきだ匠カフェ」
■体力測定会（あいフレイル予防センター）

多摩事業部

■広報誌No.91「しぐま」発行
■第4回杉並心臓病カンファランス
アブレーション連携の会
■失神Web Seminar

杉並事業部

■クラスター発生（河北総合病院東館）
■全面WEB予約に移行・実施
（河北ファミリークリニック南阿佐谷）
■杉並区民向けワクチン接種開始（外部会場）

杉並事業部

■天本病院　非常事態宣言解除
■パキロビット、ゼビュディー（治療薬）対応開始
（天本病院）

多摩事業部

■広報誌No.177「かわぴたる」発行
■web河北健康教室 Lesson.25 
大腸がんは本当に女性に多いの？

■web河北健康教室 Lesson.26 
自助具のご紹介
■ひなまつり（河北リハビリテーション病院）

杉並事業部

■お花見ウォーキング
■共催認知症カフェ「からきだ匠カフェ」
■体力測定会（あいフレイル予防センター）

多摩事業部

■河北サテライト クリニック　自衛消防訓練
■河北総合病院・分院・
河北サテライト クリニック 総合防災訓練

■マイナンバーカード健康保険証利用スタート
（河北総合病院・分院・河北サテライトクリニック・
河北ファミリークリニック南阿佐谷）

■杉並区委託契約
「自宅療養者等への健康観察・訪問看護業務」
（河北訪問介護・リハビリステーション阿佐谷）

杉並事業部

■2022年度多摩事業部事業計画説明会
■40周年記念品配布
■新人事制度構築職員説明会

多摩事業部

■杉並医療連携セミナー
～睡眠薬適正使用を考える～

杉並事業部

■杉並第一小学校主催「命の授業」
■日本フィル 春休みオーケストラ探検
「みる・きく・さわる オーケストラ！」特別協賛

杉並事業部

■クラスター発生
（河北リハビリテーション病院）

杉並事業部

■グループホームどんぐりクラスター対応のた
め人員派遣と物資支援（天本病院）
■多摩市/病床確保のための転院支援事業満
期終了（天本病院）

多摩事業部

40周年記念品

杉並第一小学校主催「命の授業」

河北サテライト クリニック　自衛消防訓練 河北総合病院・分院・河北サテライト クリニック 総合防災訓練

2月

3月

マイナンバーカード健康保険証利用
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